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発刊によせて 

               
                         ビジネス創造センター（ＣＢＣ）    
                         センター長・教授 海老名 誠 
 
国立大学法人小樽商科大学ビジネス創造センターの平成 20 年度・活動報告書を刊行す

るにあたり，一言ご挨拶申し上げます。 
 
ビジネス創造センター（Center for Business Creation, CBC）は，平成 11 年 4 月に開

設され，平成 20 年度には設立 10 周年の節目を迎えました。CBC は，多くの大学では

地域共同研究センターと呼ばれる施設です。またほとんどの地域共同研究センターが，

昭和 62 年以降，理工系国立大学に順次設立されてきたなか，本学の CBC は，社会科

学系の大学として全国で最初に設置されました。 
 
本学は，全国唯一の国立商科系単科大学として，その研究成果を活用した社会貢献およ

び地域連携活動に努めています。具体的には，CBC を中心とした産学官連携活動を通

じて，地域経済の活性化と発展に寄与すべく取り組んでいます。また，CBC とビジネ

ススクールが連携して，実践的且つ想像力にあふれた人材の育成に取り組んでいます。 
米国発の金融危機が瞬く間に日本中の地方都市経済にまで影響を及ぼすグローバル化

の時代にあって，北海道・小樽の地域経済をいかにして守り，また育てていくかという

のが，本学ならびに CBC に課せられた使命であります。 
 
このような認識のもと，CBC は地元小樽市をはじめとする北海道の産学官連携事業に

積極的に関与して参りました。平成 20 年度には，小樽市の包括連携協定に基づき，学

生が主役となって地域の課題解決を目指す取り組みを新たに始めました。さらに，従来

から進めております共同研究や受託研究，研究会活動を通じた産学官連携活動について

も，地域社会に貢献する成果を生み出すべく努力を続けています。 
 
また，大学間の連携協定を締結している北海道公立大学法人札幌医科大学，東海大学，

国立大学法人室蘭工業大学，北海道薬科大学とは，それぞれの分野における具体的な連

携の効果が徐々にかたちとなってきつつあります。 
 
本報告書は，平成 20 年度の活動をご紹介したものです。ご一読いただき，皆様のご理

解とご鞭撻，ご指導を賜りますれば幸いです。  
                                平成 21 年 6 月 



 

国立大学法人 小樽商科大学 

産学官連携ポリシー 
 
 
小樽商科大学は，全国唯一の国立商科系の単科大学として，自由な学風を尊び，優れ

た教育と研究並びにそれらの成果を活用した社会貢献を使命とし，地域社会および国際

社会の付託に幅広く応える「知の創造」に努め，人類社会の福祉と発展に寄与します。 

 
産学官連携は，大学の知の成果を社会へ還元する重要な活動であり，本学は高い透明

性と公平性をもって積極的に取り組みます。 

 

そのために，小樽商科大学は次のことを表明します。 

 

１．実学実践の伝統と理念のもと，本学の知的資源をもって社会の各主体と連帯し，知

の成果を社会に還元し，豊かで活力溢れるわが国社会の発展と国際社会への貢献を行

います。 

 

 

２．産学官連携活動を通じて，地域経済の活性化と発展，並びにそれらの担い手となる

実践的かつ創造力に溢れた人材育成に取り組みます。 

 

 

３．文理融合型の社会連携課題に取り組み，新産業の創出と事業のイノベーションに寄

与します。 

 

 

４．産学官連携活動を積極的かつ持続的に推進する組織を設け，能力ある適切な人材を

配置し，社会に貢献する知の創造に努めます。 

 

 

５．産学官連携活動は高い透明性と公平性をもって取組み，十分な説明責任を果たしま

す。 
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Ｉ. ビジネス創造センター概要 

 
Ｉ－１．平成２０年度の活動：概説 

                     ビジネス創造センター（ＣＢＣ） 
                        センター長  海老名 誠 

 
 本研究活動報告書では，CBC の平成 20 年度の活動内容および実績についてご紹介い

たします．CBC の運営活動にあたった教員や学外協力スタッフ等の状況は「1－2．主

要事業分野」および「1－3．組織」のとおりです。 
 
本邦の産学官連携活動は，政府の「科学技術振興政策」方針に則り，バイオ・IT・医療

技術・創薬・ものづくりなどの分野に特化しつつあると言っても過言ではありません。

大学発ベンチャーも，大半が自然科学系の研究から誕生しています。しかし，自然科学

系の研究から発芽するシーズを掘り起こして世に送り出し，大きく健全に育て，その果

実を適性に社会に還元させる仕組みを構築する上で，社会科学的知見が不可欠であるこ

とは言うまでもありません。社会科学系大学の地域共同研究センターである本学 CBC
は，北海道・小樽地域を軸足にしてその重要な役割を担うべく，自然科学系大学との連

携を深め新しいビジネスの創出に尽力しております。具体的には，マーケティングや市

場調査・フィールド調査などを通じた地元の中小企業や公的機関に対する貢献が一例で

す。平成 20 年度は，地元小樽の商工会議所と連携した海外市場調査をはじめとした北

海道の産学官連携活動に積極的に取り組みました。 
 
近年，産学官連携の現場では「人材育成」の重要性が叫ばれています。さまざまな新し

い研究成果と市場や社会とを結びつけ新しい価値を創造する役割を担ってきた CBC は，

コーディネーター人材の育成に関して多くのノウハウを蓄積しております。平成 19 年

度末に調印された小樽市と本学の包括連携協定に基づいて，平成 20 年 4 月より小樽市

職員 1 名を地域連携推進コーディネーターとして常勤配置し，小樽地域を中心とした地

域連携を一層推進するとともに，大学と地域の連携活動のつなぎ役となる人材の育成を

始めました。 
 
人的貢献という側面からは，公的機関などが組成する各種委員会への参画も，本学の社

会貢献活動として重要な位置づけであります。本学教員は各種委員会・審議会へ幅広く

参加しておりますが，特に本センターに関係する教員は，今後も引き続き公的活動に積

極的に関与して参ります。 
 
平成 20 年度は，本学の活動を広く市民にお伝えしご理解・ご支援いただくための情報



発信も積極的に行いました。一般市民を対象にした地域連携セミナーを 9 月と 3 月に開

催し，大学と地域の連携に対する理解を深めていただきました。また商工会議所の会報

にコラム「ビジネス・ワンポイント」の紙面をいただき，関係教員が持ち回りで各専門

分野のトピックや考え方を毎月連載しました。 
 
本学が所在する小樽は，多くの地方都市の例外にもれず年々常住人口が減少しており，

市の財政状況も大変厳しいものとなっておりますが，その中で小樽市は平成 20 年 10
月に観光都市宣言をし，観光関連産業による地域の活性化を図っております。金融危機

や感染症リスクの影響の中，小樽が特にアジアにおける国際観光都市としての地位を確

立するために，今後もさまざまな活動を通じて支援・貢献して参りたいと思います。 



Ⅰ－2．主要事業分野 

 

 

● プロジェクト事業 

 

ビジネスのシーズとニーズを結びつけ，新事業の可能性を切り開きます。国立大学ならでは      

のネットワークをフルに活用し，ビジネス創造に不可欠な学内外の専門家や諸機関を有機的

に結び合わせた個別調査研究プロジェクトを立ち上げます。これにより道内，さらには国内

外から持ち込まれるさまざまなビジネスシーズをビジネスニーズへと展開させることに貢献

します。 

 

 

● 情報発信事業 

 

実学実践1世紀のデータベースから，北のビジネスシーンに有益な情報を発信します。建学以  

来およそ100年にわたり収集してきた北方圏資料に加えて，ビジネス創造に関する各種情報の

データベースを構築し，インターネットや各種セミナー等を通じて積極的に情報公開を図り，

地域と大学を緊密に結びつけます。 

 

 

● 高度職業人育成事業 

 

新時代の多様で高度なビジネスに，必要十分に対応できる人材を育成しています。客員研究

員や客員スタッフを，民間企業や自治体などから常勤・非常勤を問わず幅広く受け入れるほ

か，本学大学院に在籍する多数の現役社会人や留学生に，ＣＢＣの各種活動に参加すること

でビジネスプロフェッショナルへと向かう実践的環境を提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅰ－3．組織(平成20年3月31日現在) 

 

 

 

センター長・・・・・・  海老名 誠（ビジネス創造センター・教授） 

副センター長・・・・・  大津 晶（社会情報学科・准教授） 

総務部・・・主任    和田良介（経済学科・教授） 

      スタッフ  中村秀雄（アントレ専攻・教授） 

研究部・・・主任    近藤公彦（アントレ専攻・教授） 

      スタッフ  前田東岐（商学科・准教授） 

スタッフ  松尾 睦（アントレ専攻・教授） 

スタッフ  齋藤一朗（アントレ専攻・教授） 

情報資料部・主任    田中幹大（商学科・准教授） 

スタッフ  平沢尚毅（社会情報学科・准教授） 

スタッフ  木村康知（社会情報学科・准教授） 

 

フェロー・・・・・・・  奥田和重（副学長／アントレ専攻・教授） 

             瀬戸 篤（アントレ専攻・教授） 

 

運営委員・・【経済】鵜沢 秀（教授）     【商学】高田 聡（教授） 

【企業法】河野憲一郎（准教授）  【社会情報】行方常幸（教授） 

【一般教育等】八木宏樹（教授）  【言語】裴 崢（教授） 

【アントレ専攻】玉井健一（准教授） 

       ＊「アントレ専攻」は「大学院商学研究科アントレプレナーシップ専攻」の略 

 

  ユーザーエクスペリエンス研究部門 

        部門長 平沢尚毅（社会情報学科・准教授） 

        学術研究員 尾形慎哉 桶谷利幸 葛西秀昭 黒田秀樹 山田（河合）菊子 

        事務補佐員 浅村次美 



文部科学省産学官連携コーディネーター・・・佐藤 準（客員研究員） 

地域連携推進コーディネーター・・・富樫 誠 

事務局（総務課）・・・酒井秀人（研究協力係長），持田立男（研究協力係） 

助手・・・・・今野茂代 

  事務補佐員・・村上弘美 

 

 

学外協力スタッフ平成 20 年度登録メンバー 

（五十音順，所属・職位は平成 20 年 3 月 31 日現在） 

・遠藤 正氏 財団法人北海道科学技術総合振興センター次長   

・大石一良氏 あずさ監査法人 札幌事務所 代表社員／公認会計士 

・小寺正史氏 弁護士法人小寺・松田法律事務所 所長／弁護士，弁理士 

・小室 雄次  ＯＦＦＩＣＥ ＫＯＭ株式会社 代表取締役   

・佐藤 等氏 佐藤等公認会計士事務所 所長／公認会計士 

・田村丈生氏 行政書士田村丈生事務所 所長／行政書士 

・寺嶋典裕氏 あずさ監査法人 札幌事務所 パートナー／公認会計士 

・土井尚人氏 株式会社ヒューマン・キャピタル・マネジメント代表取締役社長 

・土門 亨氏 オフィス ＩＴＭ 代表 

・服部統幾氏 日本政策投資銀行投資統括部課長 

・松田博行氏 
千代田アドバンスト・ソリューションズ株式会社取締役事業副統括兼 PLE 

技術研究所長 

・三浦淳一氏 北海道ベンチャーキャピタル株式会社取締役企画室長 

・溝渕新蔵氏 
独立行政法人中小企業基盤整備機構中小企業大学校旭川校統括マネージ

ャー兼内部監査役 

・守内哲也氏 北海道大学遺伝子病制御研究所 教授／医師，医学博士 

・吉本平史氏 
独立行政法人中小企業基盤整備機構新連携支援サブマネージャー／Ａ．Ａ

ｒｃｈｉｖｅ代表／中小企業診断士 

＊小室雄次氏の委嘱期間は平成20年5月1日－平成21年3月31日 役職／資格は平成20年5月現在です。 

＊遠藤 正氏の委嘱期間は平成20年6月1日－平成21年3月31日 役職／資格は平成20年6月現在です。 

 

 
学外協力スタッフ－CBC Advisory Staff－とは 
 
  ビジネス創造センターの事業領域には，とくにビジネス創造のアドバイスやコーディネート
活動に関する学外専門家（弁護士，会計士，弁理士，技術士等）による協力と助言が欠かせま
せん。学外協力スタッフ制度は，公的な場での使用も想定した名称であり，学長から委嘱状を
発行して学外からの協力を得るものです。 
 
 ・登録資格  

      小樽商科大学卒業生で，ビジネス実務者もしくは経験者。  
      弁護士，司法書士，公認会計士，税理士，弁理士，行政書士，中小企業診断士，技術士，

医師等のいずれかの資格・免許を保有する者。  
      その他，特別にセンター長，副センター長，および各部主任の推薦を得た者。  



Ⅱ．セミナー等開催報告 

 
Ⅱ－１．第４回３大学・地域共同研究センター定期情報交換会 

 
 ビジネス創造センター（CBC），福島大学地域創造支援センター（CERA），滋賀大学産業共同

研究センター（JRC）及び地域連携センター（CCP）の３大学の地域共同センターのセンター長

及び関係者が集まり，９月 29日（月）にＣＢＣ会議室において，「３大学・地域共同研究センタ

ー定期情報交換会」を開催しました。 
 この会議は社会科学系国立大学に設置された地域共

同研究センターとしての経緯，活動領域の類似性に鑑

み，３大学のセンターがそれぞれの産学官連携事業に

関する創意と工夫，成果等を学び合うことにより，各

大学の，より優れた社会貢献への一助とするため，定

期的に情報交換会を行っており，平成１７年に本学で

第１回目を開催した後，各大学持ち廻りで開催され，

本年は一巡して小樽商科大学で開催となりました。 
会議では，（独）経済産業研究所が実施した「大学の

地域貢献に関するアンケート」の各大学の回答を基に，各大学の地域共同研究センターのおかれ

ている現状，ならびに課題等の意見交換が熱心に行われました。 
なお，午後からは会場を小樽市民センター・マリンホールに移し，３大学センター主催の「公

開シンポジウム」を開催しました。 
 
 

Ⅱ－2．公開シンポジウム 

「地域とつながる大学／地域をつなぐ大学～３大学の取り組み～」 

 
9 月 29 日（月），小樽市民センター・マリンホールにて，公開シンポジウム「地域とつながる

大学／地域をつなぐ大学～３大学の取り組み～」が開催されました。ビジネス創造センターは，

地域連携活動の一環として平成 17 年度から地域活性化セミナーを開催していますが，今般のシ

ンポジウムは第 4回地域活性化セミナーとして開催されたものです。  
これまでのセミナーとの大きな違いは，全国でも数少ない社会科学系の地域共同研究センター

が設置された３大学・4 つのセンター（本学ビジネス創造センター，福島大学地域創造支援セン

ター，滋賀大学産業共同研究センター，同地域連携センター）が共同で主催したことです。この

3 大学は，やはり平成 17年から継続的に情報交換を行ってきており，これまでに社会科学系の地

域共同研究センターが果たす役割や使命について議論を重ね，また産学官連携関連の全国会議な

どでも狭義の科学技術に偏らない社会科学系地域共同研究センターの地域貢献活動の正当な評価

のあり方について協力して訴えてきました。 



公開シンポジウムは，これら 3つの大学のさまざまな産学官民連携・地域連携の取組事例をも

とに，（特に社会科学系）大学の地域連携の今後の可能性を探ることを目的に，学外の企業，団体，

一般市民などの参加者を交えて 4つのテーマ－「大学と地域の産業界との連携」，「大学と自治体・

地方公共団体との連携」，「大学と高等学校あるいは大学間の連携」，「大学と市民の連携」－ごと

に，各大学のこれまでの先進的・特徴的な取組事例を紹介し，参加者の質問やコメントに答える

という流れで進行されました。 
3 つの大学は，それぞれの地域性や得意分野などが異なるため，紹介された事例や話題が非常

に幅広く，あっという間に 2時間強の予定時間が経過してしまいましたが，本シンポジウムの開

催を通じて，各大学のそれぞれの地域との“つながり”が地域を越えて共有される，新しい“つ

ながり”に進化する糸口を見つけることが出来たように思います。 
シンポジウム終了後の参加者アンケートには，「福島大学や滋賀大学の取り組みが聞けて興味深

かった」という意見に加え，「もう少し時間を長くして議論を深めて欲しい」，「良い内容であった

が参加者が少ないのがもったいない」という課題の指摘もありました。こうした多くのご意見を

参考に，ビジネス創造センターは今後も地域との連携を強化して参りたいと考えております。 
 
開催日時：平成 20年 9月 29 日（月）13 時～16 時 
開催場所：小樽市民センター・マリンホール 
主催：国立大学法人小樽商科大学ビジネス創造センター 

国立大学法人福島大学地域創造支援センター 
国立大学法人滋賀大学産業共同研究センター 
国立大学法人滋賀大学地域連携センター 

共催：国立大学法人小樽商科大学地域貢献推進委員会 
後援：小樽市 

小樽商工会議所 
北海道中小企業家同友会しりべし・小樽支部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



Ⅱ－3．平成 20 年度 
小樽商科大学ビジネス創造センター産学官連携研究成果報告会 

 
３月６日（金）に札幌サテライト大講義室にて「小樽商科大学ビジネス創造センター(ＣＢＣ）

産学官連携研究成果報告会」を開催しました。今回の報告会は「i-vacsプロジェクト」と「地域

連携におけるコーディネーター」ついて２本の報告を行いました。 

当日の参加者は約４０名でした。 

 

 報告会の内容は以下のとおりです。 

 

13:00  受付開始 

 

13:30  ご挨拶  小樽商科大学ビジネス創造センター長 教授  海老名 誠 

 

13:40- 「仮想空間による地域活性化-i-vacsプロジェクトの試み-」 

     近藤 公彦（小樽商科大学大学院アントレプレナーシップ専攻教授 

          ビジネス創造センター研究部主任） 

＊i-vacsプロジェクトは、現実の街並み（狸小路商店街）を仮想空間上に構築し、そこでさま

ざまな情報を提供することで、街に賑わいを取り戻し、地域を活性化しようとする試みです。

商大生をメンバーとする事業化へ向けての過程も報告されました。 

 

14:20  質疑応答 

 

14:30 （ 休 憩 ） 

 

14:40- 「地域連携におけるコーディネーターの役割と課題」 

     富樫 誠（小樽商科大学ビジネス創造センター地域連携推進コーディネーター） 

＊発表者は小樽市との包括連携協定の締結により、昨年 4月より小樽商科大学に派遣され、地

域連携推進コーディネーターの任にあたっています。コーディネーターの役割とはどのような

ものか、実際にどんな仕事をしているのか、「商大生が小樽の観光について本気で考えるプロジ

ェクト（通称：マジプロ）」の取り組みを例に発表しました。またこれらの活動を通じ、コーデ

ィネーターとしての課題をどう捉え、今後の活動にどう反映させるかが報告されました。 

 

15:20  質疑応答 

 

15:30   閉会 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富樫誠コーディネーター             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海老名センター長 近藤公彦教授 
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仮想空間による地域活性化仮想空間による地域活性化
ーー ii--vacsvacsプロジェクトの試みプロジェクトの試み ーー

平成20年度 産学官連携研究成果報告会
2009年3月6日

ii vacsvacsプロジェクトの試みプロジェクトの試み

小樽商科大学

近藤 公彦

i-vacs Project 1

本日の報告内容本日の報告内容

0. これまでの経緯

I. i-vacs とは

II. ビジネスとしての i-vacs

III. i-vacs で実現する世界

IV. i-vacs の発展性

V. i-vacs β版の概要

VI. なぜi-vacsをやるのか

i-vacs Project 2

00 これまでの経緯これまでの経緯

2006年10月

札幌某IT企業より実写３次元動画技術を消費者向けのサービス
として生かせないかという提案があり、共同研究開始（当方
共同研究者として小樽商科大学高宮城朝則教授）

2006年11月～2007年12月

近藤が担当する「マーケティング行動論」の課題とし、学生か
らのビジネスアイデアを募るらのビジネスアイデアを募る

2007年3月

共同研究終了

2007年春

有志による自主的活動開始（OBS学生芝香氏参加）

学長裁量経費から資金援助

2007年11月

復活近藤ゼミ内定者をメンバーとして本格活動開始

i-vacs Project 3

2008年4月

学長裁量経費から資金援助

札幌狸小路商店街振興組合にアイデア提案

2008年8月

OBS学生花田滋雄氏、岩間久和氏参加

2008年9月

ノーステック財団より研究開発補助金を獲得し、開発開始

2008年12月

近藤ゼミ福士拓也、栗城慶介によるi-vacsのビジネスアイデア
がキャンパスベンチャーグランプリ北海道で最優秀賞受賞

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2009年3月

キャンパスベンチャーグランプリ全国大会（東京）

i-vacs β版リリース

2009年上期

大学発ベンチャーとして起業・法人化（の予定）

i-vacs Project 4

I.  I.  ii--vacs vacs とはとは

 i-vacsプロジェクトのメンバー

 小樽商科大学近藤ゼミ

代表 福士拓也

副代表 坂間十和子

広報 栗城慶介 ほか近藤ゼミ生19名

i-vacs Project

統括 近藤公彦

 小樽商科大学ビジネススクール

コンセプト・開発 芝 香

ビジネスプラン 花田滋雄

アドバイザー 岩間久和

 外部協力者

札幌狸小路商店街振興組合
5

プロジェクトの背景（問題意識）

◦ 地域商店街の衰退

車利用社会の進展
郊外型ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰの発展
消費者の生活スタイル・意識の変化

中小企業庁平成18年度商店街実態調査

i-vacs Project 6

報告会資料（近藤）
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◦ ITの進展によるインターネット仮想商店や

メタバース（ネット上の３次元仮想空間）
を利用したネットショッピング市場の急伸

Secondlife

ai sp@ce

Meet-me

Splume

i-vacs Project 7

◦ 地域コミュニティと連動した密着性の高い仮想
空間を構築することにより、仮想空間と現実空
間の対立、カニバライゼーション（共食い）を
回避し、両空間が相互に価値を創造し合う
「場」を提供する 仮想空間と現実空間を結び

ii--vacsvacsのコンセプトのコンセプト

「場」を提供する。仮想空間と現実空間を結び
つけることで、現実の地域（街区）に人の賑わ
いを取り戻し、地域活性化に貢献する。

interactive（双方向的） visualized（視覚的） areal（地域の）

community（コミュニティ） service（サービス）

i-vacs Project 8

ii--vacsvacsのポジショニングのポジショニング

「自由な創造性」軸と「操作快適性」軸

自由な創造性高い

操作快適性

Second
life

Meet
Splume

i-vacs Project

自由な創造性低い

操作快適性
高い

操作快適性
低い

Meet
me

i-vacs

•使う機能を限定
•簡単操作
•見慣れた街での新たな発見体験提供
•目的地途中の情報探検

小樽商科大学ビジネススクール花田
滋雄氏による「i-vacs事業計画書」

9

ii--vacsvacsはどこが違うのかはどこが違うのか
＝街とは何か＝街とは何か

 冗長性

街には一見、不必要な情報が溢れている。

 界隈性

街は空間を伴 た地域である街は空間を伴った地域である。

 回遊性

街は歩き回る「場」である。

だから街には驚きや発見がある。

効率的な情報探索

i-vacs Project 10

Ⅱ. Ⅱ. ii--vacsvacsで実現する世界で実現する世界

 現実の街並みを３次元仮想空間で構築

◦ 写真撮影した建物を基に３次元化ソフトで立体化し、現
実の街並みを仮想空間上に再現

 狸小路６丁目から開始し、狸小路全体を作成

 その後、他地域へとエリアを拡大

 i-vacs上でユーザーが現実空間へと訪れるサービス
を追求

◦ 街に足を運んでもらうきっかけづくり

◦ 今まで知らなかった街の魅力の発見

◦ 現実空間でできなかったことの実現

i-vacs Project 11

ii--vacsvacsの街区イメージ（狸小路６丁目）の街区イメージ（狸小路６丁目）

店舗：
店舗情報
店舗紹介動画
クーポン

(i-vacs専用流通)

広告：
マーケティングエリア
行動履歴利用広告

アバター：
チャット
コミュニケーション

狸小路商店街からスタート
札幌～すすきのエリア拡大

小樽商科大学ビジネススクール花田
滋雄氏による「i-vacs事業計画書」

i-vacs Project 12

報告会資料（近藤）
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ⅢⅢ.  .  ビジネスとしてのビジネスとしての ii--vacsvacs

 企業理念

◦ 人と人とのつながりを大切にした交流の場の提供
により、地域コミュニティの活性化に貢献する。

 ビジョン

◦ 観光と買い物のゲイトウェイになる。

◦ 散策体験型のサービス提供により、仮想の体験
から実際の体験への動機づけとなる。

◦ 産学連携大学ベンチャーとして、学生のための起
業規範となる。

小樽商科大学ビジネススクール花田
滋雄氏による「i-vacs事業計画書」

i-vacs Project 13

ii--vacsvacsのビジネスモデルのビジネスモデル

 ビジネスコンセプト

◦ 集客力を高める魅力ある3D仮想空間の提供

顧客タイプ 有料広告顧客 Web利用顧客

ターゲット
顧客

商店街店舗、商店街振興組合
メディアマーケティング利用企業

購買可能地域居住者
観光予定客

高地域密着性情報の提供

• 価値を提供する方法

• 実在の街並みを3次元化した仮想空間をインターネット上に展開

• 鮮度の高い情報の提供

• web利用顧客情報の蓄積と活用

顧客に提供
する価値

現実空間への誘導（売上増）
エリア特化マーケティング

高地域密着性情報の提供
散策体験型の情報提供
ユーザー属性連動広告

小樽商科大学ビジネススクール花田滋雄
氏による「i-vacs事業計画書」に基づく

i-vacs Project 14

ii--vacsvacsのビジネス・フローのビジネス・フロー

3D仮想空間「i-vacs」

メディア
マーケティング

利用企業

店舗情報
クーポン券(i-vacs限定)
最新サービス情報

Web利用
ユーザー

ネット広告
リサーチ

口コミ情報 口コミ情報

仮想空間参加店舗
（商店街振興組合）仮想空間から

現実空間への
行動誘導 実際店舗での売上増加

店舗情報
クーポン券(i-vacs限定)
最新サービス情報

口コミ情報

官公庁
支援センター

補助金
助成金

小樽商科大学ビジネススクール花田
滋雄氏による「i-vacs事業計画書」

i-vacs Project 15

Ⅳ. Ⅳ. ii--vacsvacsの発展性の発展性

新たな仮想現実世界を実現新たな仮想現実世界を実現基本方針基本方針

・より多くの人がサービスを利・より多くの人がサービスを利
用できるようにシステムを改良用できるようにシステムを改良

・過去や未来の街並みを再現・過去や未来の街並みを再現
（時間軸）（時間軸）

・多言語対応・多言語対応

新たな仮想現実世界の普及新たな仮想現実世界の普及基本方針基本方針

展開内容展開内容

第2ステージ

第３ステージ

・現実と仮想を融合・現実と仮想を融合したサービしたサービ
スを狸小路をベースに開発開始スを狸小路をベースに開発開始
・これまでの一般的なサービス・これまでの一般的なサービス
（口コミ機能や動画など）を提供（口コミ機能や動画など）を提供

・狸小路商店街エリア（空間軸）・狸小路商店街エリア（空間軸）

仮想現実世界の可能性を探索仮想現実世界の可能性を探索基本方針基本方針

展開内容展開内容

・新たな仮想空間のコンセプト・新たな仮想空間のコンセプト
による様々なサービスを実現による様々なサービスを実現
（ポイント制・仮想通貨）（ポイント制・仮想通貨）

・エリア拡大（北海道、全国）・エリア拡大（北海道、全国）
・中国語・韓国語・英語対応・中国語・韓国語・英語対応

展開内容展開内容

第１ステージ

i-vacs Project 16

Ⅴ.  iⅤ.  i--vacs βvacs β版の概要版の概要

 ３次元仮想空間でのコンテンツ提供ではなく、
２次元のWebページ上でコンテンツを提供する。

・狸小路商店街コンテンツ

◦ 動画による店内紹介

◦ 口コミ掲示板

◦ クーポン

i-vacs Project 17

狸小路コンテンツ①狸小路コンテンツ① 動画動画

 店舗内の映像や店員のコメントを撮影し、ユー
ザーが実際に来店しているような感覚で、その
動画を見られるサービス。

新倉屋

狸小路６丁目にある老舗和菓子店。
名物花園だんご、二種類の味を楽しめる鯛の形をした北海最
中、ふんだんにくるみを使用したくるみ餅、黒豆大福、よも
ぎ大福などがある。二階は喫茶になっており、花園だんごは
もちろん、有名なクリームぜんざい、あんみつ、おしるこな
ど、和のスィーツも楽しめます。

口コミ クーポン

再生ボタン

i-vacs Project 18

報告会資料（近藤）
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狸小路コンテンツ②狸小路コンテンツ② 口コミ掲示板口コミ掲示板

 ユーザーが実際に訪問した店舗の評価、お薦
め度を書き込むことにより、店舗とユーザー
の双方にとってより魅力的な商店街・店舗づ
くりを目指す。

i-vacs Project 19

狸小路コンテンツ③狸小路コンテンツ③ クーポンクーポン

 i-vacs上で発行されたクーポンは実際の店舗

で利用可能である。クーポンを発行すること
によって、集客力向上を図る。

クーポン イメージ図

店舗名or
店のロゴ

クーポン内容
１）
２）

店舗連絡先等
〒
Tel

i-vacs Project 20

ⅥⅥ.  .  なぜなぜii--vacsvacsをやるのかをやるのか

 実学であること

理論は実践に有用

 社会に貢献すること

大学の「知」を社会に役立てる

 イノベーションを起こすこと

（理工系ではない）社会科学のｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

 大学発ベンチャーとして起業すること
「道徳は実利に通ず」（松下幸之助）

「道徳のない経済は犯罪である。経済のない道徳は寝

言である」（二宮尊徳）

i-vacs Project 21

報告会資料（近藤）
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地域連携における
コーディネーターの役割と課題

1

国立大学法人 小樽商科大学
ビジネス創造センター
地域連携推進コーディネーター
小樽市産業港湾部産業振興課所属
富 樫 誠
E-mail:togashi@res.otaru-uc.ac.jp

小樽商科大学ビジネス創造センター

センター外観

2

小樽商科大学ビジネス創造センターの組織

3

ビジネス創造センタースタッフ紹介

4

コーディネーターとは？

出展：『広辞苑』第4版
物事を調整する人。服飾・放送などの専門職。

出展：『All About用語集』より抜粋

コーディネーターとは調整役のことをいう。パネルディスカッション

（公開討論会）での司会進行役をコ ディネ タ と呼ぶことがある（公開討論会）での司会進行役をコーディネーターと呼ぶことがある。

バランスを考えてアドバイスする人という意味になる。

コーディネートとは2種類以上のものを調和させながらひとつにまと

めること。同等、同格などの意味があり、これが転じて、複数のものを

感覚的に統合させる意味で使われている。

5

ファシリテーションとは？

出典：フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』より抜粋

ファシリテーション（英:Facilitation）とは企業内の会議の場などで、発

言を促したり、話の流れを整理したり、参加者の認識の一致を確認した

りする行為で介入し相互理解を促進し、合意形成へ導き組織を活性化

（協働を促進）させる手法・技術・行為の総称。

コミ ニケ ションスキル以外にも グランドル ルが必要な場合の設コミュニケーションスキル以外にも、グランドルールが必要な場合の設

定内容の検討、ミーティング自体の進め方なども含み、さらに会議の場

所や参加者の選択、日程のデザインなど、オーガナイザーの役割を含む

場合もある。会議の場に限定せずとも、日常での組織コミュニケーショ

ン全般において、ファシリテーション技術は活用することができる。ま

た、会議の場などで、コンテンツ（議論の内容）に対して公平な立場に

たち、話し合いのプロセス（流れ）に介入してファシリテーションを行

う者のことをファシリテーター(Facilitator)という。

6
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コーディネーターの役割

コーディネーター

提案される側提案する側

7

小樽市役所の組織（市長部局）
 市長部局における職員数753人（平成19年度：前年比47名減）

 市長 副市長 総務部 企画政策室、新幹線・高速道路推進室、市立病院新築準備室

秘書課、総務課、職員課、情報システム課、広報広聴課、東京事務所

財政部 財政課、契約管財課、市民税課、資産税課、納税課

産業港湾部 港湾室（管理課、事業課）、観光振興室

商業労政課、産業振興課、農政課、水産課、公設青果地方卸売市場、

公設水産地方卸売市場

生活環境部 管理課 生活安全課 戸籍住民課 SC（駅前 銭函 塩谷）

8

生活環境部 管理課、生活安全課、戸籍住民課、SC（駅前、銭函、塩谷）、

男女平等参画課、勤労女性C、青少年課、勤労青少年H、葬祭場、

廃棄物対策課、環境課、廃棄物事業所

医療保険部 国保年金課、介護保険課、後期高齢・福祉医療課、保険収納課

福祉部 地域福祉課、子育て支援課、保育所（６）、こども発達支援C、

生活支援第1課、生活支援第2課、相談室

保健所 保険総務課、生活衛生課、健康増進課

建設部 まちづくり推進室（まちづくり推進課、都市計画課）

庶務課、用地管理課、宅地課、建設事業課、雪対策課、建築住宅課、

建築指導課

会計管理者 会計課

地域活性化を阻む2つの問題点

①まちづくり活動の担い手の減少と高齢化

②グループの小規模化と連携の欠如

9

小樽商大・小樽市と地域とのミスマッチ

◎小樽商大に対する地域のイメージ

◎小樽市に対する地域のイメージ

10

外部資金の獲得に向けた取り組み①

①平成20年度「地方の元気再生事業」（内閣府）

小樽観光大学校の機能強化を軸に、オール小樽でイベント

創出や、小樽産品のブランド化などに取り組むもので、提
案書（案）をCBCが作成した。

②平成20年度「社会人基礎力育成・評価システム構築事業」
（経済産業省）

小樽市とのPBL（Project Based Learning）を軸として、本学

のキャリア教育として、正課授業で社会人基礎力を育成に
取り組むもので、提案書（案）をCBCと教育開発センターが
作成した。

11

外部資金の獲得に向けた取り組み②

③平成20年度「地域再生チャレンジ交付金」（北海道）

中国・ロシアに向けた道産品の販路拡大を軸に、中国にお
けるアンテナショップ事業や、ロシアでの市場調査を行う
ことで、小樽港における貨物の安定確保を図るもので、計
画書（案）の作成についてCBCがアドバイスした画書（案）の作成についてCBCがアドバイスした。

12
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商大生が小樽の観光について本気で考える
プロジェクト（通称：マジプロ）

①平成20年度「社会人基礎力育成・評価システム構
築事業」（経済産業省）に採択

②本学のキャリア教育プログラムにおける正課教育②本学のキャリア教育プログラムにおける正課教育

（地域連携キャリア教育）

③小樽市との包括連携協定に基づく連携事業

13

小樽商大

経産省小樽市

マジプロ相関図

ひとづくり

経産省

企業学生

小樽市

14

“マジプロ”関連記事①

15

“マジプロ”関連記事②

16

マジプロによる地域活性化の試み

①わかりやすい取り組みにする

②それぞれが一定の効果を得る

③できるだけ多くの人を巻き込む

④多く 効 をあ 狙 く④多くの効果をあえて狙っていく

⑤小樽の人を中心に巻き込む

17

コーディネーターとしての課題

①地域連携の必要性に関する啓蒙活動

②地域の企業・団体への連携拡大

③後志・札幌圏・道央圏への連携拡大

18
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コーディネーターの心得？

①人の話をよく聴くべし。

②どちらかに肩入れすることなかれ。

③信念を持って接すべし。

④義理に厚くあれ。

⑤決して忘れるなかれ。

19

ご清聴ありがとうございました。
SEE YOU NEXT TIME！

20

報告会資料（富樫）



Ⅱ－４．第 5 回小樽商科大学地域活性化セミナー 
    経済産業省「社会人基礎力育成・評価システム構築事業」 
    「商大生が小樽の観光について本気で考えるプロジェクト成果発表会」 
 
 

3月14日（土）に小樽市民センターのマリンホールにて、第5回小樽商科大学地域活性化セミ

ナー「商大生が小樽の観光について本気で考えるプロジェクト成果発表会」を北海道経済産業

局との共催で行いました。 

 

■と き  平成21年3月14日（土）13：00～16：45（開場12：30） 

■ところ  小樽市民センター マリンホール  

      小樽市色内2丁目13番5号 TEL：0134－25－9900 

■入場料  無料 

■定 員  250名 

■主 催 国立大学法人 小樽商科大学／経済産業省北海道経済産業局 

     ／小樽商科大学地域連携協議会 

■共 催 小樽市 

■後 援 小樽商工会議所／(社)小樽観光協会／北海道中小企業家同友会しりべし・小樽支部 

 

小樽は全国有数の観光地として、国内にとどまらず近隣諸国からも、多くの観光客を受け入

れるまでに急成長しました。一方で小樽観光には課題もあり、今後も魅力的であり続けるため

に、速やかに対策を講じる必要があります。同プロジェクトは小樽市の全面的な協力のもと、

平成20年11月にスタートいたしましたが、小樽の観光が抱える問題点について、学生の視点で

解決策を提案することにより、地域の活性化に寄与することをねらっています。これは本学の

キャリア教育プログラムの一部として、経済産業省の「平成20年度体系的な社会人基礎力育成・

評価システム構築事業」に採択され、このプログラムに参加した学生は、2月に東京で開催され

た「社会人基礎力育成グランプリ２００９予選大会」で優秀賞、3月の決勝大会では特別奨励賞

（チームワーク部門）を獲得しています。これから社会人となる学生たちが、同プロジェクト

への参加を通じて大きく成長したことで、人材育成プログラムとしても高く評価されたといえ

ます。 

 

（小樽観光が抱える4つの課題） 

課題①：小樽観光の国際化対応策について 

課題②：札幌圏マーケティングについて 

課題③：地域ブランドの創出について 

課題④：滞在型観光の推進について 

 

発表会にはコメンテーターの小樽市長ほか６名のゲストが参加、学生は課題ごとに８チーム



に分かれ、約200人の市民を前にプレゼンテーションを行いました。プレゼンテーションは2部

構成で行い、第1部が課題①・②の4グループ、第2部が課題③・④の4グループが担当しました。

休憩時間にはロビーでパネルセッションを行い、学生と市民が交流・意見交換をする場を設け

たところ、熱気あふれる光景がいたるところで見られました。 

 

■プログラム 

 

12:30   開場・受付 

13:00   開会 

13:00   主催者あいさつ  国立大学法人小樽商科大学   学長 山本 眞樹夫 

                        経済産業省北海道経済産業局 局長 山本 雅史 

            小樽市長             山田 勝麿 

13:15  イントロダクション  

●「マジプロ」のねらいとは ●「社会人基礎力」とは ●小樽観光の4つの問題点とは 

13:30  プレゼンテーション第1部  

①「小樽のクリスマスを盛り上げる！」 WBS（札幌圏） 

        ②「情報発信で互いがつながる」 小樽120％（国際化） 

        ③「外国人観光客のニーズに合わせたガイドマップの作成」 三ツ星（国際化） 

        ④「小樽でビア樽ワイン樽」 NOVELTY（札幌圏） 

14:10   休憩（学生によるパネルセッション） 

14:25   プレゼンテーション第2部  

⑤「小樽に長くいてもらうためのプラン設計」 SLAO（滞在型） 

    ⑥「和のタルトを小樽スイーツに！！」ギャップデストロイヤー（ブランド） 

    ⑦「小樽のご当地料理を作ろう！」 GJG MAX（ブランド） 

    ⑧「携帯サイトで小樽の魅力を発信する～NoプランからKnowプランへ～」 MOTS（滞

在型） 

15:05    休憩（学生によるパネルセッション） 

15:20    フリーディスカッションテーマ 【小樽観光の課題と今後の取り組み】 

         ●ディスカッション  ●会場からの質問・意見   ●講評     

16:45    閉会 

 

 その後、コメンテーターやゲストを含めた会場投票が行われ、第1部からは課題②に取り組ん

だ「小樽でビア樽ワイン樽」、第2部からは課題④に取り組んだ「携帯サイトで小樽の魅力を発

信する～NoプランからKnowプランへ～」の2つの提案が、それぞれ最多票を獲得しました。 

 後半のフリーディスカッションでは、小樽観光の現状と課題について、学生からのプレゼン

を踏まえて、今後の小樽観光のあるべき姿について討論しました。最多票を獲得した２チーム

の代表も交え、コメンテーターやゲストがそれぞれ地域で果たすべき役割と、今後の取り組み

などを自由に語り合いました。 



     

○司会  大津 晶    国立大学法人 小樽商科大学ビジネス創造センター 副センター長   

○出席者   

    中野 健     経済産業省北海道経済産業局産業部サービス産業室長  

    蜂谷 涼     小樽ふれあい観光大使    

    田口 智子   ㈱エフエム小樽放送局 制作・パーソナリティー    

    成田 祐樹   小樽市議会議員・小樽商科大学大学院生    

    加藤 あかね 小樽商科大学YOSAKOIソーランサークル「翔楽舞」初代代表 

    工藤 和寛   ㈱SEA‐NA 代表取締役   

   石塚 隆浩   マジプロ NOVELTY 代表 

   高橋 亮太  マジプロ MOTS 代表 

○コメンテーター                                        

    山田 勝麿   小樽市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        山本学長挨拶                 プレゼンテーション 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

      パネルセッション                  パネルディスカッション 

 

 



Ⅱ－５．ユーザーエクスペリエンス研究部門 
「人間中心設計」ワークショップシリーズ 

（ビジネス創造センターユーザーエクスペリエンス研究部門） 
 
①「人間中心設計」ワークショップを開催 
 

7 月 31 日に札幌サテライトキャンパスにて、ユーザビリティエンジニアリングのエキスパー

トである、利用品質ラボ代表 樽本 徹也氏を講師としてお迎えしたワークショップを開催しま

した。 
ワークショップには、学内外からおよそ 30 名が参加し、樽本氏の講演をうかがったほか、

それぞれの業務分野に分かれたグループディスカッションにより、業務分野に特徴的な「人間

中心設計」(HCD: Human Centered Design) における課題の抽出と、解決方法の検討を行い

ました。 
同じ「人間中心設計」に取り組みつつも、行政系、システム開発系、ユーザビリティデザイ

ン系では異なる課題を抱えていることを参加者間で共有したことは、今後の研究部門の活動に

役立つ、重要な成果となりました。 
尚、本ワークショップは、特定非営利活動法人「人間中心設計推進機構」の共催にて実施い

たしました。 
 

  
 （樽本氏の講演） （平沢研究部門長によるガイダンス） 
 
 
 
②「初めてのユーザビリティテスト」を開催 
 

10月 25 日（土）に、小樽駅前ユーザビリティラボにおいて、「初めてのユーザビリティテス

ト」と題したワークショップを開催しました。ワークショップには道内外から 6名の方々がご

参加くださいました。 
講師の三澤直加氏（（株）U’eyes Design）、尾形慎哉（本学 学術研究員）による講義と実習



のテーマは、設計途中の宿泊施設のウェブサイトのユーザビリティテスト。「人間中心設計」

(HCD: Human Centered Design)による開発プロセスにおける評価の位置づけを明らかにし

た上で、ペーパープロトタイプ、ユーザビリティラボを利用したテストの設計から実施までを

体験していただきました。 
なお、本ワークショップは、【共催】JaSST’08 Sapporo 実行委員会、特定非営利活動法人

「人間中心設計推進機構」の共催をいただいて実施したものです。御礼申し上げます。 
 

  
 （三澤直加氏） （尾形慎哉研究員） 

  
 （ペーパープロトタイプの評価の様子） （ユーザビリティテストの様子） 
 

 

 

③「人間中心設計から見た地域医療システムの課題」を開催 
 

2 月 22 日（土）に、「人間中心設計から見た地域医療システムの課題」と題したワークショ

ップを開催しました（於：小樽商科大学札幌サテライト）。本ワークショップは、当研究部門が

継続して開催しているワークショップシリーズの第 4 回目です。学内外から約 20 名の方々に

ご参加いただき、活発な討議が行われました。講演者と題目は次の通りです。 
 「地域医療が抱える包括的課題― 麻酔科医から見えること ―」並木 昭義氏（札幌医科

大学医学部） 
 「山梨県における遠隔医療支援システム」郷健太郎氏（山梨大学大学院） 
 「開業医が見る医療支援システムの人間中心設計的課題」川端 博志氏（医療社団未来 



K&A クリニック） 
なお、本ワークショップは、日本人間工学会 情報社会人間工学部会、特定非営利活動法人 人
間中心設計推進機構の共催をいただいて開催いたしました。また、悪天候により交通の便が乱

れたため、プログラムを変更して実施しました。ご協力くださった講師、会場のみなさまに御

礼申し上げます。  
 

   
 （並木昭義氏） （郷健太郎氏） 

   
 （川端博史氏） （会場の様子） 
 



 

Ⅲ．平成20年度受託研究・受託事業・共同研究受入実績一覧 

 
 
Ⅲ－1．受託研究 
 

委 託 者 研 究 題 目 研究期間 研究者所属・職・氏名 研究経費（円）

製造業 

ユーザインターフェ

ース設計方法論に関

する研究 

（平成21年3月31日変

更契約） 

20.7.4 

～ 

21.3.31

22.3.31

社会情報 准教授 平沢 尚毅 

999,999

（注1）

1,999,998

(直接経費

769,230

1,538,460)

総務省北海道

総合通信局 

地域ＩＣＴ振興型研

究プロジェクト 

「北海道における地

方議員と住民間協働

支援システムの研究

開発」 

20.6.2 

～ 

21.3.31

社会情報 准教授 木村 泰知 

5,200,000

(直接経費

4,000,000)

製造業 

車載用マルチメディ

アＯＳの開発プロセ

スと組織・制度設計お

よびビジネスモデル

の構築 

20.11.14

～ 

21.8.31

社会情報 准教授 平沢 尚毅 

10,260,705

(直接経費

 7,892,850)

合 計 ３ 件 16,460,704

 
※注１ 原契約 ７６９，２３０円（間接経費 ２３０，７６９円 合計額 ９９９，９９９円）  

増額する直接経費 ７６９，２３０円（間接経費 ２３０，７６９円 合計額 ９９９，９９９円） 

    原契約と変更契約を合計した研究経費 １，９９９，９９８円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅲ－2．受託事業 
 

委 託 者 委 託 事 業 名 委託期間 業務担当代表者所属・職・氏名 事業経費(円)

札幌医科大学 

「知的財産活用調査 

分析」事業 

(平成20年3月24日変

更契約) 

(平成20年9月26日変

更契約) 

19.4.1 

～ 

20.3.31

20.9.30

20.11.30

ＣＢＣ ｾﾝﾀｰ長 海老名 誠 4,700,000

情報・システ

ム研究機構 

「学術機関リポジト

リの構築とコンテン

ツの拡充」 

（図書館契約） 

20.8.1 

～ 

21.2.28 

附属図書館 館長 和田 健夫 2,900,000

情報・システ

ム研究機構 

「学術情報資源共有

のための図書館文献

デリバリーサービス

を機関リポジトリ構

築によって代替する

ための教員・図書館連

携方式の開発」 

（図書館契約） 

20.8.1 

～ 

21.2.28 

附属図書館 館長 和田 健夫 700,000

北海道経済産

業局 

体系的な社会人基礎 

力育成・評価システム 

の構築事業 

20.10.1 

～ 

21.3.31 

事務局 局長 山本 惠一 

5,000,000

（概算額）

※完了後に精

算

札幌医科大学 

 

「知的財産活用調査 

分析」事業 

20.12.1 

～ 

21.3.31 

ＣＢＣ ｾﾝﾀｰ長 海老名 誠 1,732,500

合 計 ４ 件 

（新規のみ） 

10,332,500

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅲ－3．共同研究 

  

共同研究先 研 究 題 目 研究期間 研究者所属・職・氏名 研究経費(円)

株式会社北洋

銀行 

自立型の地域経済の

再生をめざし地域資

源の発掘と事業化 

（平成１９年度から

の継続） 

20.3.28 

 ～ 

21.3.31

商 教授 伊藤 一 (500,000)

株式会社北洋

銀行 

北海道における国際

取引推進の研究 

（平成１９年度から

の継続） 

（21年3月5日付け変

更契約） 

20.3.28 

 ～ 

21.3.31

22.3.31

商学研究 教授 中村 秀雄 (1,000,000)

産業政策計画

研究所株式会

社 

海外（韓国）企業公

認ＤＢを用いた日本

国内におけるビジネ

ス化 

20.4.8 

 ～ 

20.6.30

商学研究 教授 李 濟民 100,000

株式会社ポイ

ントプラス 

顧客データと商品Ｐ

ＯＳデータを統合し

たプロモーション・

モデルの開発 

20.5.12 

～

21..3.31

商学研究 

商学研究 

教授 

教授 

近藤 公彦 

出川  淳 
550,000

株式会社コネ

クトテクノロ

ジーズ 

ユーザビリティソリ

ューション研究 

20.6.26 

～

21.3.31

社会情報 准教授 平澤 尚毅 100,000

株式会社ユー

ザデザインラ

ボ 

ユーザビリティソリ

ューション研究 

20.7.10 

～

21.3.31

社会情報 准教授 平澤 尚毅 100,000

Ｋ３（ケース

リー） 

人間中心設計に基づ

くソフトウェア開発 

20.7.22 

～

21.3.31

社会情報 准教授 平澤 尚毅 100,000

生活協同組合 

コープさっぽ

ろ 

道内小売業の市場構

造と小売り戦略に関

する研究 

20.10.31

 ～ 

22.9.30

商学研究 

商学研究 

教授 

教授 

李  濟民 

中村 秀雄 

2,000,000

(計画全体

３カ年で

8,000,000)

井原水産株式

会社 

マーケティングモデ

ル構築に関する共同

研究 

20.11.25

～

21.3.31

商学研究 教授 

近藤 公彦 

 

 

300,000

株式会社 

U’eyes 

Design 

ユーザビリティビジ

ネスのアーキテクチ

ャに関する研究 

21.2.17 

～

21.3.31

社会情報 准教授 平澤 尚毅 400,000

合計 ８件 

（新規のみ） 
3,650,000

 



Ⅳ．研究活動の成果と成果の公刊 

 

Ⅳ－１．登録研究会の活動 

 

ビジネス創造センターに登録している研究組織の平成 20 年度における活動状況は以下のと

おりです（五十音順）。 

 

ICT 研究会 

 

 1．代表幹事名：奥田和重（院アントレプレナーシップ専攻・教授） 

 

 2．目的・内容： 

「北海道（地域）あるいは企業の情報化に関わる課題の解決を図りながらＩＣＴ（情報通

信技術：Information-Communication Technology）による社会・経済的価値の創造を考え

る」ことを目的としています。本研究会の活動は，具体的には以下の課題を中心に議論を

行い解決の可能性を検討することです。 

 1．北海道（地域）の情報インフラの整備と地域経済の活性化 

    2．企業とマーケット（顧客），企業と企業，企業内における情報化 

    3．情報教育と人材育成 

 

 

遠隔教育研究会 

 

1. 代表幹事名：奥田和重（院アントレプレナーシップ専攻・教授） 

 

2．目的・内容： 

遠隔教育の経済性評価に関する実証研究を行う。自治体の教育委員会や小・中学校と連携

して遠隔教育システムを構築し，その経済性を評価するとともに，教育心理学の視点から

システムの有効性を評価する。 

 

 

小樽運河観光船プロジェクト研究会 
 
1. 代表幹事名：海老名 誠（ビジネス創造センター長・教授） 

 

2. 目的・内容： 

小樽運河は小樽のもっとも重要な観光資源であると同時に，小樽市民にとっての宝とも言う

べき特別な資産です。この運河を小樽の産官学で守り，同運河の更なる活性化を目指し，同

運河に運河船（Canal Boat）を運航するプロジェクトを立ち上げる為，共同研究を行います。 

特色：小樽運河の利用・活性化を巡っては，過去数度に亘り企画が取り沙汰され，その度に

頓挫して来ました。その理由は，企画主が本州資本であったり，商業主義利潤追求を目的と

したからです。本プロジェクトでは，小樽資本による，小樽のための，小樽の総力戦（オー

ル小樽）で研究する点に特色があります。 



会計研究会 

 

1．代表幹事名：坂柳 明（商学科・准教授） 

 

2．目的・内容： 

「世界に開かれた会計」を目指し，国際会計基準の歴史的変遷について，知識を深める 

ことを目的としています。 

 

3．平成20年度活動実績： 

(1)：5月24日：Camfferman and Zeff（2007）,Camfferman, Kees and Stephen A. Zeff, 

“Financial Reporting and Global Capital Markets,”Oxford：Oxford University Press, 

2007.の第10章，第11章(前半)を輪読及び討論 

 報告担当者（第10章）：檜山 純先生（札幌大学等（非常勤）） 

   報告担当者（第11章(前半)）：今村 聡先生（北海学園大学） 

(2)：6月28日：上記Camfferman and Zeff（2007）の第11章（後半），12章を輪読及び討   

   論 

 報告担当者（第11章(後半)）：今村 聡先生（北海学園大学） 

   報告担当者（第12章）：原 晴生先生（札幌学院大学） 

(3)：7月5日：上記Camfferman and Zeff（2007）の第13章を輪読及び討論 

 報告担当者（13章）：片山郁雄先生（函館大学） 

(4)：10月4日：Nobes and Parker（2008）,Nobes, Christopher and Robert Parler (eds.), 

“Comparative International Accounting,” 10thed., Harlow：Prentice Hall/Financial  

Times, 2008.の第1～2章を輪読及び討論 

 報告担当者（第1～2章）：松本康一郎先生（北星学園大学） 

(5)：11月15日：上記Nobes and Parker（2008）,の第3～4章を輪読及び討論 

 報告担当者（第3～4章）：片山郁雄先生（函館大学） 

(6)：2008年12月20日：研究報告会 

 松本康一郎先生： 報告タイトル：「連結会計基準の基本的課題―IFRSとのコンバージ

ェンスのなかで―」 

 石坂信一郎先生： 報告タイトル：「豪州の会計・教育・社会について」 

 

 

開発プロセス研究会 

 

1．代表幹事名：平沢尚毅（社会情報学科・准教授） 

 

2．目的・内容： 

目的：システム（サービス，製品も含む）開発を『プロセス』の観点から探求することを目

的としています。『プロセス』概念を基盤としながら，技術背景となるアーキテクチャー，

組織成熟度，協働プロセスを含めた拡張概念を構想します。 

特色：一般的な技術的なプロセスのみではなく，利用者，利害関係者などの人間を主体にし

たプロセス論を展開します。そのため，様々な人間科学を理論背景に求めていきます。 

 



ＣＳ（カスタマー・サティスファクション）研究会 

 

1．代表幹事名： 伊藤 一（商学科・教授） 

 

2．目的・内容： 

目的：企業の顧客満足経営を実現することを目的とする研究。 

内容：研究対象はサービス産業を中心に調査を展開。これまでの実績としてはホテル業を対

象に実施。 

 

3. 平成 20 年度活動実績：  
第１回 平成 20 年 10 月 25 日 於 小樽商科大学・札幌サテライト教室 

① 櫻井 英彦氏（北海道薬科大学）  

「保険薬局が提供する医療サービスに関する品質評価尺度の実証的研究」 

② 沈 潔如氏（小樽商科大学・現代商学専攻・博士後期課程） 

「香港における日本の地域ブランドの有効性：バイヤー調査を中心に」 

 

 

経営研究会 

 

1．代表幹事名：高田聡（商学科・教授） 

 

2．目的・内容： 

経営学に関する理論及び実証研究を中心に研究報告会を開催。商学科経営学講座のスタッフ

が中心となる活動であるが，より広く報告・参加者を募り，知識の幅広い交流も目指してい

る。 

3. 平成 20 年度活動実績： 下記， 5 回の研究会を開催した。 

 

第 1 回（神戸大学工業経営研究会との共同開催） 

日時 6 月 28 日（土）15：00～ 場所 研究棟 B 会議室 

報告者 宗像正幸氏 論題「ドイツ文化・企業経営研究の現代的意義」 

報告者 児山俊行氏 論題「イタリア産地の学習メカニズム」 

報告者 篠崎恒夫氏 論題「日本におけるコーポレートガバナンスの新動向」 

 

第 2 回 

日時 10 月 10 日（金）14：30～ 場所  研究棟 B 会議室 

報告者 徳井美智代氏（メインコメンター田中幹大氏）論題「小零細製造業における業主の 

妻の役割‐東京都大田区の事例から‐」 

 

第 3 回 

日時 11 月 7 日（金） 14：30～ 場所  研究棟 B 会議室 

報告者 松尾睦氏 論題「医療組織における学習とリーダーシップ」 

 

第 4 回（マーケティング研究会及び地域研究会との共同開催） 



日時 12 月 12 日（金） 14：30～ 場所  研究棟 B 会議室 

報告者 Neil Clymer 氏 論題「Southwest flies Northeast business proposal」 

 

第 5 回 

日時 3 月 27 日（金）15:00～ 場所  研究棟 B 会議室 

報告者 （メインコメンター）加賀田和弘氏,(応答報告）松尾睦氏 論題「松尾睦稿『学習

する病院組織：患者中心医療の創造』をめぐって」 

 

 

経済研究会（土曜研究会） 

 

1．代表幹事名：廣瀬健一（経済学科・准教授） 

 

2．目的・内容： 

   この研究会の目的は当学における研究活動に対する啓蒙であり，当学内外の研究者の研究

報告により，経済学の最新の研究テーマに触れる機会を当学研究者に提供するとともに，テ

ーマを巡る議論を通じて研究会参加者の研究活動を促進することです。 

 

3．平成20年度活動実績： 

  8月 1日(金) 下津克己（Queen's University）：Sequential Estimation of Structural Models 

with Fixed Point Constraint  

 

8月 1日(金) 井堀利宏（東京大学）:Interregional Tax Competition and Intraregional 

Political  Competition:The Optimal Provision of Public Goods under Representative 

Democracy 

 

10月 3日(金) 福田慎一（東京大学）：Infrequent Changes of Policy Target: Stop-Go Monetary  

Policy under Ambiguity 

 

11月14日(金)胡 雲芳（東北大学）：Optimal entry restriction for new industry 

 

11月21日(金)平口良司（京都大学）：Wealth Inequality and Optimal Taxation 

 

2月13日(金) 小林慶一郎（産業経済研究所）：Asset-price Collapse and Market Disruption 

 

3月27日(金) 桃田 朗（大阪府立大学）：A Population-Macroeconomic Growth Model for 

Currently Developing Countries 

 

4. 平成20年度研究成果（刊行物，HPなど）： 

経済研究会活動履歴 

 

http://www.otaru-uc.ac.jp/dept/econ/workshop.html 

 

http://www.otaru-uc.ac.jp/dept/econ/workshop.html�


国際取引契約研究会 

 

1．代表幹事名：中村秀雄（院アントレプレナーシップ専攻・教授） 

 

2．目的・内容： 

  ① 輸出入取引，国際取引のノウハウ，② 国際的事業をどう構築すればよいか，③ 国際

取引契約書（特に英文契約書）検討のコツ，などについて研究している。2008 年度は英文の

国際代理店契約を読んだほか，貿易の法務についての知識を深めました。 

 

3．平成20年度活動実績： 

 研究会を9回実施し，延べ118人の出席があった。新入会員は14人と，順調に運営されている。 

 

 

商学研究会 

 

1. 代表幹事名：渡辺和夫（商学科・教授） 

 

2．目的・内容： 

商学科所属教官全員がメンバー。商学科教官および学外の研究者による研究発表ならびに意

見交換等を行う。各教官の研究内容について，これを専門分野にとらわれることなく，多角

的な視点から議論することを特色とします。 

 

3．平成20年度活動実績： 

   6月4日（水）13：00-14：20 

金 鎔基「アメリカにおけるＨＰＷＳ（High Performance Work System）と労使関係」 

  11月8日（土）16:00- 

  加賀田和弘「環境経営と持続的競争優位の構築に関する考察ー環境経営と企業財務業績に関 

する実証分析からー」 

  11月26日（水）13:00- 

  Dr. Chew Yin Teng（モナシュ大学マレーシア校）「How Automotive Vendors Enhance  

Competitiveness via Technical Assistance and other Strategies」 

 

 

進化経済学ワークショップ 

 

1．代表幹事名：江頭 進（経済学科・准教授） 

 

2．目的・内容：  

経済・社会の複雑な発展過程を「進化」をキーワードとして，さまざまな角度から分析しま

す。その特に複製子-相互作用子の概念を基礎としながら，経済・社会を知識生態系として

捉え，その発達と崩壊過程を論じることを目的としています。 

 

 



地域環境問題研究会 

 

1．代表幹事名：八木宏樹（一般教育等・教授），事務局：山本 充（院アントレプレナーシッ

プ専攻・准教授） 

  

2．目的・内容： 

地域社会が抱える環境問題を自然科学・社会科学の両面から分析し，その解決に向けた処方

箋や情報を提供することを目的とします。 

  

 

地域研究会 

 

1．代表幹事名：穴沢 眞（商学科・教授） 

  

2．目的・内容： 

本研究会の目的は以下の４点です。 

（１）概算要求で申請した研究テーマ「グローバリズムと地域経済」をメンバーで再考し，

実行可能な計画を策定します。 

（２）合同研究会を開催します。 

 

（３）学内の研究資源を把握し，概算要求のプロジェクト実行時にスムーズに研究体制を構

築する準備を行います。 

（４）若手研究者を中心に，外国語での研究業績を増加させるための技術的，財政的支援を

行います。  

  

 

地方政治システム研究会  

 

1．代表幹事名：相内俊一（院アントレプレナーシップ専攻・教授） 

 

2．目的・内容： 

 地方政府のマネジメントを，財政バランス・政策選択の優先順位・住民満足度・発展戦略な

どの観点から研究します。 

 

 

地方政府レベルにおける多文化主義的地域政策研究会 

 

1．代表幹事名：相内俊一（院アントレプレナーシップ専攻・教授） 

 

2．目的・内容： 

 北海道の市町村における多文化主義的地域政策推進のための諸条件，政策領域の可能性など

について，比較文化的観点から研究し，地方政府の政策形成に寄与することを目的とします。 

 



法制研究会 

 

1．代表幹事名：今本啓介（企業法学科・准教授） 河野憲一郎（企業法学科・准教授） 

 

2．目的・内容： 

広く法律学一般に関する学術の進歩を図るため，これに必要な調査研究発表を行うとともに，

教官相互の研鑽と大学院教育の向上に寄与すること。 

内容：小樽商科大学商学部企業法学科所属の教官および院生の研究発表。 

1998年度以降は，大学院科目「法学総合研究Ａ」「法学総合研究Ｂ」として，大学院生の教

育の場ともなっています。 

         

4．平成20年度研究成果（刊行物，HPなど）： 

  平成20年度に開催された法制研究会の各報告題目などが， 

http://www.otaru-uc.ac.jp/dept/law/housei/housei08.html で公開されています。 

 

 

北東アジア－サハリン研究会 

 

1．代表幹事名：李 濟民（院アントレプレナーシップ専攻・教授） 

 

2．目的・内容： 

  経済活性化が望まれている北海道と大規模石油・ガス開発プロジェクトを実現しつつあるサ

ハリンとの関係を中心軸にとり，それを取り囲む北東アジア地域の様々な問題群を検討しま

す。 

 

 

北海道ヘルスケア・マネジメント研究会 

 

1．代表幹事名：李 濟民（院アントレプレナーシップ専攻・教授） 

 

2．目的・内容： 

 「医療経営」に関する研究，調査，セミナーを実施 

 

 

マーケティング研究会 

 

1．代表幹事名：プラート・カロラス（商学科・教授） 

 

2. 目的・内容： 

本研究会の目的はマーケティング分野における最新研究に関する情報交換及び研究者交流

の場を設けることです。本研究会におきましては，マーケティング関連の学内及び学外研究



者による最新研究の報告，議論を行います。 

 

3.平成20年度活動実績： 

第１回目のマーケティング研究会はマーケティング研究会・経営研究会・地域研究会合同研

究会として行われた。 

日時  12月12日（金） 14：30～16：00 

場所  小樽商科大学研究棟B会議室 

報告者 Neil Clymer 先生 論題  Southwest flies Northeast business proposal 

言語: English 

Brief description:“Southwest flies Northeast” is a business proposal that was created 

for Southwest Airlines by professor and students of Neil Clymer’s 2006-2007 

Management Strategy Seminar. 

The proposal concerns the selection of Shin Chitose airport as an international hub 

spanning second city airports in the United States and China.  The proposal broadly 

addresses six topics: 1) reasons for selecting Shin Chitose as the hub, 2) the markets 

for this service, 3) selection of spoke airports at both ends of the network, 4) flight 

schedules, 5) revenue and costs, and 6) recommended airlines to run the network. 

 



Ⅳ－2．Discussion Paper Series 

 
 平成 20 年度に発行したディスカッション・ペーパーは以下の 5 編です。 

 

 

No.114  田中幹大：インタビュー調査：戦後復興期大阪における自転車部品製造業

者・問屋の経営活動（4 月） 
 

（インターネット上での概要の公開なし）  

 

 

No.115  飯田浩志：Partition のある風景（6 月） 
 

概要：本稿では，Partition からの reduction によって近似率を導出した事例を三つ，紹

介するとともに，それら事例をもとに， 若干の考察を加える。 
 
 
 
No.116 Chisato Shibayama &Yasunori Ishii：Multiproduct Firms and Dumping（7 月）  
 

概要：In this paper, we first develop a model of an international oligopolistic 

Cournot industry in which firms trade core goods and their incompatible accessories.  

We then examine some issues concerned with dumping. We find that such firms set 

the core goods price below cost (below-cost dumping, henceforth) even under perfect 

competition.  We also find that firms might simultaneously engage in both 

price-discriminating dumping in the market for accessories and below-cost dumping 

in the market for core goods. Furthermore, we demonstrate that antidumping tariffs 

on both core goods and accessories may expand the dumping margin in the accessories 

market. 

 
 
 
Ｎｏ.117 小田福男：モスクワの低層住宅団地開発－２つのケース（3 月） 

 

概要：筆者は、2008 年 3 月下旬に 1 週間ほどの日程でロシアのモスクワを訪問した。そ

の際、モスクワでの低層住宅団地開発に関して見聞を広め、資料を収集した。本稿のね

らいは、そのようなモスクワ調査に基づいて、ロシアおよびモスクワの住宅建設の全体

的動向を紹介し、モスクワの低層住宅団地開発の 2 つのケース（｢クニャジエ・オーゼラ｣、

｢スモールモスクワ｣）を紹介・検討することである。 

なお、＜補遺＞として、筆者が 2006 年 7 月 25 日に日ロ北海道極東研究学会で行った報

告の原稿を添付している。それは、ロシア極東の低層住宅建築の動向を分析したもので

ある。 

http://www.otaru-uc.ac.jp/cbc/discussionP/dp117sum.htm�


Ｎｏ.１１８ 飯田浩志：整数ナップサックの周期性について （3 月） 

 

概要：2009 年に Hu, Landa and Shing による整数ナップサック問題に関するサーベイ論

文が公刊された。 ここでは, そこで言及された最適解の周期性について, 特に, 周期の

はじまりを指示する重量制限の大きさへの上界ふたつについて, もう少し掘り下げてみ

たい。 

http://www.otaru-uc.ac.jp/cbc/discussionP/dp118sum.htm�


Ⅳ－3. 研究成果，各種メディアへの寄稿および講演 

 

CBC が各教員へ実施した調査に回答があった分のみ掲載しています。本学刊行の紀要等は

除きます。 
（氏名五十音順） 

氏 名 主催・メディア名等 日 付 テーマ・タイトル 

飯田 浩志 

“Open Applied 

Mathematics 

Journal” Vol. 2, 

pp.16– 19 

2008年 
Two topics in dominance relations for the 

unbounded knapsack problem (論文) 

海老名 誠 

北海道経営者協会年

次総会 
6月 6日 アジアと共に発展する北海道（講演） 

『小樽商工会議所会

報 Sea Port Waltz』 
7月号 

小樽商科大学の産学官連携活動（小樽商大ビジ

ネス・ワンポイント）（寄稿） 

北海道新聞ぶんぶん

クラブ 
11月 1日 

ＦＴＡ・ＥＰＡ そんなの関係ない？（時代が

よめるビジネスの達人講座  第 5回）（講演） 

『週刊世界と日本』 

1826号 
12月 1日 

アジアとの連携に活路を：『蟹工船』ブームで

ツアーやセミナーが（寄稿） 

『小樽學』プレ創刊

号 
1月 

経済を読む 地域経済①地域経済とグローバ

ル化（寄稿） 

北海道中小企業家同

友会しりべし・小樽

支部 

1月 28日 新年交礼会講演会（講演） 

『CASINO Japan』

No.25 

2009年春

号 

座談会：観光地小樽はオール小樽でカジノ誘致

を！ 

JICA 2月 25日 JICA研修会（講演） 

北海道医療産業研究

会 第 3回セミナー 
3月 24日 平成 20年度活動の総括（講演） 

小林 友彦 

The Inaugural 

Conference of the 

Society of 

International 

Economic Law 

(SIEL), Graduate 

Institute of 

International 

and Development 

Studies, Geneva, 

Switzerland 

7月 

"RTA as an International Institution: A 

Multi-Dimensional Comparison 

of its Institutional Arrangement," 

paper presented （学会報告） 

『日本国際経済法学

会年報』17号, 

209-212 頁 

10月 

「Sharif Bhuiyan著『National Law in WTO Law: 

Effectiveness and Good 

Governance in the World Trading System』

(Cambridge University Press, 

2007, 316p)」（書評） 

近藤 公彦 

（社）日本マーケテ

ィング協会北海道支

部主催 4月テーマ戦

略セミナー 

4月 23日 
リレーションシップ・マーケティングの時代   

―顧客獲得から顧客維持へ― 



 

近藤 公彦 

北海道新聞社ぶんぶ

ん倶楽部 
7月 26日 

札幌商業の行方− JR タワー効果と郊外型ディ

スカウントストアの台頭− （時代がよめるビジ

ネスの達人講座） 

MBA Summer Seminar 

2008  Japan-Korea 

Comparative 

Management Seminar 

Program 

August 4 

 
Muji’s Brand Strategy 

北海道中小企業総合

支援センター道内地

域資源を活用した美

肌・化粧品研究会 

8月 23日 
道内地域資源を活用した美肌商品コンセプト

論 

北海道中小企業家同

友会同友会大学 
9月 8日 マーケティングの基本戦略 

MBAサマーセミナー

2008 マネージャー

のための企業分析－

ケースメソッドを活

用して－ 

9月 27日 

 
良品計画のマーケティング・組織 

The Second East 

Asia Triangle 

Symposium 

The Impact of 

Globalization on 

the Local Economy, 

Society and 

Business in China, 

Japan and Korea 

September 

18 

Universality of Japanese-style marketing –  

Development of Japanese-style Marketing in 

Global Firms - 

 （社）日本マーケ

ティング協会北海道

支部主催マーケティ

ングアカデミー2008

アドバンスコース 

9月 30日

～11月 6

日（全 6

回） 

「ケースメソッド」方式による事例研究 

（社）日本マーケテ

ィング協会北海道支

部主催マーケティン

グアカデミー2008ベ

ーシックコース 

10月 2日 

 

市場戦略としてのマーケティングの役割－市

場創造と競争優位－ 

HTB 北海道テレビ 

イチオシ！ 

10月 21日 

 

大丸百貨店好調の理由 

 

『小樽商工会議所会

報 Sea Port Waltz』 
11月号 

小樽のブランド価値を考える（小樽商大ビジネ

ス・ワンポイント）（寄稿） 

ナレッジプラザ主催 

札幌ビジネス塾 
11月 17日 強いブランドの作り方 

UHB 北海道文化放

送 

スーパーニュース 

2月 19日 高島屋が支援に名乗り（番組出演） 



 

近藤公彦 

HTB 北海道テレビ 

イチオシ！ 
2月 19日 高島屋が丸井今井の支援に名乗り（番組出演） 

帯広信用金庫主催お

びしん地域経営塾  
2月 21日 

経営におけるマーケティングの役割と課題     

－顧客満足とマーケティング－ 

ナレッジプラザ主催 

旭川ビジネス塾 
3月 9日 

マーケティングの基本－事例で学ぶマーケテ

ィングのエッセンス－ 

（社）日本マーケテ

ィング協会北海道支

部主催戦略セミナー 

3月 11日 
不況を乗り越えるマーケティング～景気後退

をビジネスチャンスに～ 

今野 茂代 

小樽再生フォーラム 1月 『小樽たてもの散歩』（共著） 

小樽商工会議所会報 

Sea Port Waltz 
3月号 

「小樽を元気にするおたる案内人」（小樽商大

ビジネス・ワンポイント）（寄稿） 

堺 昌彦 

日本会計研究学会・

北海道部会 
11月 22日 「会計情報システム研究の展開」（学会報告） 

横浜国立大学大学院

国際社会科学研究科

学位取得者招聘プロ

グラム研究会 

3月 6日 「技術と会計情報システム研究」（研究報告） 

杉山 成 
おたる健康総合大学 

（小樽市保健所） 

9月 29日 

12月 5日 

３月９日 

「行動変容の心理学」（講演） 

田野 有一 

小樽商大トランポリ

ン競技部・号外『翔

舞』Vol.25 

8月 
現職最後の全日本インカレ主管監督として（寄

稿） 

北海道トランポリン

協会機関誌『翻天』

Vol.27 

5月 日本協会ニュース、東日本協会ニュース（寄稿） 

北海道トランポリン

協会機関誌『翻天』

Vol.27 

5月 「顕彰が意味するもの」（寄稿） 

小樽体操連盟機関誌 

『体操』Vol.100 

 

6月 第13回「世界体操祭」に学ぶ（寄稿） 

北海道体操連盟機関

誌『体操 2008』 
6月 第62回「秋田わか杉国体」報告（寄稿） 

北海道体操連盟機関

誌『体操 2008』 
6月 

第 13回「世界体操祭」に学ぶ                     

＜成功させよう“道内初の体操祭”＞（寄稿） 

第 50 回北海道体育

指導委員研究協議会

平成 20 年度大会

（於・小樽市民会館

大ホール） 

10月 23日 
シンポジウム（コーディネーター）「子どもの

遊び、昔、今、そしてこれから」 

小樽商大トランポリ

ン競技部機関誌『展

海・回天』Vol.26 

3月 
これから先は“緑翔会メンバー”の一員として

（寄稿） 

北見工大トランポリ

ン競技部機関誌『微

光』Vol.34 

3月 峰岸雄三君・西田智晴君への餞の言葉（寄稿） 



田野 有一 

みんなのスポーツ  

(株)日本体育社発行 

Vol.351 

3月 体指活動応援記（寄稿） 

辻 義人 

PCカンファレンス北

海道 2008 
11月 15日 

異なる背景を持つ受講者間の遠隔教育に対す

る評価観点の検討 

『コンピュータ＆エ

デュケーション』

Vol.25 

1月 

異なる背景を持つ受講者の遠隔教育に対する

評価観点の検討－遠隔サイエンスコミュニケ

ーションの実現に向けて－ 

中川 喜直 

NHK・テレビ 7月 30日 ほっからんど北海道(番組スタジオ出演) 

北海道新聞 朝刊 2月 11日 誰でも簡単 健康増進（取材） 

『月刊 糖尿病ライ

フ さかえ』 
11月号 ストックを持って歩いてみよう（雑誌） 

旗本 智之 

『北海道自治研究』 

第 476号 
9月 「公営企業の財務分析」（論文） 

日本会計研究学会課

題研究委員会 
9月 同委員会『最終報告書』 

自治労北海道本部、

地方自治研究全道集

会 

9月 5日 「公営企業の財務分析」（講演） 

花輪 啓一 

平成 20年度エンジ

ョイスポーツセミナ

ー（札幌会場） 

主催 日本体育協

会・北海道体

育協会 

7月 13日 スポーツ活動と水分補給（講演） 

サミットの成果を踏

まえて温暖化を考え

る―熱中症フォーラ

ム― 

主催 小樽商科大学 

8月９日 北海道でも頻発する熱中症（講演） 

平成 20年度ポカリ

スエット・ファミリ

ークリニック（稚内

会場） 

主催 稚内市体育協

会 

8月 23日 子どものスポーツ活動と水分補給（講演） 

北海道立中央農業試

験場 

8月 11日 

～8月

29日 

高温条件がたまねぎの品質に及ぼす影響（協同

調査研究） 

平成 20年度ポカリ

スエット・ジュニア

スポーツセミナー

（札幌会場） 

主催 札幌市体育協

会 

10月 25日 子どものスポーツ活動と水分補給（講演） 

小樽商科大学岩内町

公開講座 

主催 岩内町教育委

員会 

11月 26日 
コンピュータや携帯電話の操作が心身に与え

る影響について（講演） 



 

花輪 啓一 

『広報 いわない』

№633 
1月 テクノストレスの予防（記事） 

北海道新聞（後志・

小樽紙面） 
2月 28日 高齢者と介護保険 市、２計画策定 

 
 
 
ユーザーエクスペリエンス研究部門 
 

土木学会男女共同参画小委員

会 
6月 

「男女共同参画に関わる土木学会法人会員アンケート

（第１回）報告書」（山田） 

IADIS International 

Conference ICT, Society and 

Human Beings 2008 

7月 
「Enjoying Digital Photographs in Daily Life」（平

沢、山田）（学会報告） 

IADIS International 

Conference ICT, Society and 

Human Beings 2008 

7月 
「How People Use Digital Photography in their Daily 

Lives」（平沢、尾形、山田）（論文） 

IADIS International 

Conference ICT, Society and 

Human Beings 2008 

7月 
「 Influence of Media Communication on Daily 

Communication」（山田、平沢）（論文） 

Applied Human Factors and 

Ergonomics 2008 
7月 

「Concept of Image Content Life Cycle Processes」

（平沢、尾形、山田）（論文） 

「人間中心設計」ワークショッ

プ 
7月 「最近のユーザビリティビジネス」（主催） 

ヒューマンインタフェースシ

ンポジウム 2008 
9月 

「UI 設計方法論の開発－開発ライフサイクルにおける

UI 設計のフレームワーク－」（尾形、平沢、葛西）（論

文） 

土木学会第 63回年次講演会 9月 
「土木学会法人会員の男女共同参画への取り組みに関

する実態調査（速報）」（山田）（学会報告） 

土木学会第 63回年次講演会 9月 
「研究討論会：ダイバーシティ・マネジメントを土木業

界からはじめよう！」（山田）（学会報告） 

開発環境研究会 9月 「車載 OSについて」（主催） 

「人間中心設計」ワークショッ

プ 
10月 「初めてのユーザビリティテスト」（主催） 

第 7回 ITSシンポジウム 2008 12月 
「Integrating Human-Centered Design into ITS」（山

田、平沢、尾形）（論文） 

「人間中心設計」ワークショッ

プ 
2月 

「人間中心設計から見た地域医療システムの課題」（主

催） 

 
 
 
 
 
 
 
 



『小樽商工会議所会報 Sea Port Waltz』連載「小樽商大ビジネス・ワンポイント」 
 
ビジネス創造センターでは、平成 20 年 7 月より『小樽商工会議所会報 Sea Port Waltz』

に「小樽商大ビジネス・ワンポイント」の連載をはじめました。 
毎号センターのスタッフがそれぞれの知見を生かして、小樽の現状や活性化に関するア

ドバイス等を寄稿し、会員企業の経営や街づくりに有益な情報を提供しています。 
 
連載リスト 
 

号 執筆者 タ イ ト ル 

7月号（第 417 号） 海老名 誠 小樽商科大学の産学官連携活動 

8月号（第 418 号） 大津 晶 小樽の中心市街地活性化 

9月号（第 419 号） 瀬戸 篤 高齢化社会における地域の新しい価値創出 

10 月号（第 420号） 和田 良介 マラソン大会に商機を探してみませんか 

11 月号（第 421号） 近藤 公彦 小樽のブランド価値を考える-地域ブランド調査から- 

12 月号（第 422号） 田中 幹大 地域経済の変容と中小企業ネットワークの可能性 

1月号（第 423 号） 奥田 和重 シナジー効果を生み出す企業間連携-観光産業の視点から- 

2月号（第 424 号） 富樫 誠 コストと効果の共有によるまちづくり 

3月号（第 425 号） 今野 茂代 小樽を元気にするおたる案内人 

 
 
 
 
 
 

 



 

小樽商工会議所会報 Sea Port Waltz 7月号（第 417号）より転載 



 

小樽商工会議所会報 Sea Port Waltz 8月号（第 418号）より転載 



小樽商工会議所会報 Sea Port Waltz 9月号（第 419号）より転載 

 



 
小樽商工会議所会報 Sea Port Waltz 10月号（第 420号）より転載 



 

小樽商工会議所会報 Sea Port Waltz 11月号（第 421号）より転載 



 

小樽商工会議所会報 Sea Port Waltz 12月号（第 422号）より転載 



 

小樽商工会議所会報 Sea Port Waltz 1月号（第 423号）より転載 



 

小樽商工会議所会報 Sea Port Waltz 2月号（第 424号）より転載 



小樽商工会議所会報 Sea Port Waltz 3月号（第 425号）より転載 



 
 
Ⅳ－4．学外委員等 

 

各種委員会・審議会                       （氏名五十音順） 

氏 名 主 催 名  称 役  職 期 間 

相内 俊一 

北海道 北海道労働審議会 委員 
H19.04.09- 

H21.04.08 

ニセコ町 
情報公開審査会並びに個人情報保護

審査会 
委員 

H17.12.01- 

H23.11.30 

余市町 余市町政治倫理審査会 委員 
H19.04.01- 

H21.03.31 

大学評価・学位授与

機構 

独立行政法人大学評価・学位授与機構

国立大学教育研究評価委員会 
専門委員 

H20.02.01- 

H21.06.30 

弘前大学  
外部評価専門

委員 

H20.09.01- 

H21.03.31 

穴沢 眞 北海道生産性本部  理事 
H14.07.01- 

H22.05.31 

石黒 匡人 

北海道 北海道大規模小売店舗立地審議会 特別委員 
H14.06.01- 

H20.05.31 

北海道 北海道地方労働委員会 公益委員 
H16.11.01- 

H20.11.30 

小樽市 小樽市情報公開審査会 委員 
H14.06.01- 

H20.07.11 

北しりべし廃棄物

処理広域連合 

北しりべし廃棄物処理広域連合情報

公開審査委員会 
委員 

H16.09.06- 

H22.03.31 

江別市 
江別市自治基本条例（仮称）制定審査

委員会 
委員 

H19.11.01- 

H21.09.30 

北海道 北海道労働委員会 委員 
H20.12.01- 

H22.11.30 

石崎 香理 北海道 北海道国土利用計画審議会 委員 
H20.02.01- 

H23.01.31 

伊藤 一 
小樽市中心市街地

活性化協議会 
小樽市中心市街地活性化協議会 委員 

H19.02.01- 

H21.03.31 

今本 啓介 北海道 北海道大規模小売店舗立地審議会 特別委員 
H20.06.01- 

H21.05.31 

江口 修 

伊藤組100年記念基

金 
伊藤組100年記念基金 評議員 

H19.05.18- 

H21.05.17 

北海道 国際化推進委員会 委員 
H19.08.15- 

H21.03.31 

海老名 誠 

（つづく） 

北海道経済産業局 
提案公募型技術開発事業外部審査委

員会 
副委員長 

H17.06.22- 

H21.03.31 

北海道 北海道労働審議会 特別委員 
H17.06.17- 

H21.08.01 

北海道科学技術総 

合振興センター 

 

 
企画委員 

H18.06.21- 

H21.06.30 

北海道科学技術総

合振興センター 
研究開発助成事業審査委員会 審査委員 

H17.06.01- 

H21.03.31 

東京商工会議所 国際経済委員会 委員 
H20.02. - 

H22.09.30 

北海道経済産業局 
北海道ＭＯＴコンソーシアム（推進協

議会） 
委員 

H19.11.20- 

H21.03.31 



 
 

海老名 誠 

（つづき） 

さっぽろ産業振興

財団 
さっぽろ起業家総合支援協議会 委員 

H20.04.21- 

H21.03.31 

雇用・能力開発機構

北海道職業能力開

発大学校 

北海道職業能力開発大学校ものづく

り人材育成推進協議会 
委員 

H20.04.01- 

H22.03.31 

十勝圏振興機構 ＦＳ事業推進委員会 委員 
H20.07.18- 

H21.03.31 

北海道総合研究調

査会 

東アジアとの双方向の持続的経済交

流に関する調査検討委員会 
委員 

H20.09.09- 

H21.02.27 

北海道中小企業総

合支援センター 

北海道中小企業応援ファンド助成事

業計画評価委員会 
委員 

- 

H21.03.31 

北海道 北海道科学技術審議会 委員 
H20.12.01- 

H22.11.30 

大島 稔 

 

アイヌ文化振興・研

究推進機構 
助成事業審査委員会 委員 

H16.07.01- 

H21.03.31 

アイヌ文化振興・研

究推進機構 
 理事 

H19.04.01- 

H21.03.31 

大津 晶 

小樽市 小樽市都市計画審議会 委員 
H20.04.01- 

H22.03.31 

蘭越町 蘭越町まちづくり交付金事後評価会 委員 
H20.07.08- 

H21.03.31 

大矢 繁夫 

北海道 北海道建設業審議会 委員 
H15.12.17- 

H22.01.20 

小樽市 小樽市特別職報酬等審議会 委員 
H14.08.15- 

H22.09.09 

大学評価・学位授与

機構 

独立行政法人大学評価・学位授与機

構国立大学教育研究評価委員会 
専門委員 

H20.02.01- 

H21.06.30 

北海道銀行六十年

史編纂室 
 顧問 

H20.08  - 

H23.12 

岡部 善平 

北海道教育委員会 
北海道高大連携フォーラム運営委員

会 
委員 

H20.06.04- 

H21.03.31 

北海道大学 
北海道大学高等教育機能開発総合セ

センター 
研究員 

H18.09.01- 

H21.03.31 

札幌市教育委員会 札幌市中高一貫教育検討協議会 委員 
H20.4下旬- 

1年間 

札幌市教育委員会 
札幌らしい特色ある学校教育の推進

に係る検討プロジェクト「懇話会」 
委員 

- 

H20.12.31 

荻野 富士夫 

小樽市教育委員会 市立小樽文学館審議会 委員 
H19.11.01- 

H21.10.31 

小樽市教育委員会 小樽市文化財審議会 委員 
H15.11.01- 

H21.10.31 

小樽市教育委員会 小樽市博物館協議会 委員 
H16.08.02- 

H22.08.01 

日本学術振興会 特別研究員等審査会 専門委員 
H20.08.01- 

H21.07.31 

日本学術振興会 国際事業委員会 書面審査員 
H20.08.01- 

H21.07.31 

奥田 和重 大学基準協会 
経営系専門職大学院認証評価委員会

第４分科会 
委員 

H20.04.01- 

H21.03.31 

小田 福男 
（つづく） 北海道労働局 北海道地方最低賃金審議会 委員 H17.05.01- 

H21.04.30 



 
 
小田 福男 
（つづき） 北海道大学 スラブ研究センター 共同研究員 H19.04.01- 

H21.03.31 

片岡 正光 小樽市 小樽市公害対策審議会 委員 
H16.02.22- 

H22.03.06 

片桐 由喜 

北海道 北海道消費生活審議会 委員 
H17.09.01- 

H21.09.29 

中央労働委員会  地方調整委員 
H16.08.01- 

H22.09.30 

小樽市 小樽市有償運送運営協議会 委員 
H18.07.31- 

H21.03.31 

小樽市 小樽市男女平等参画推進市民会議 委員 
H15.08.01- 

H21.08.31 

北海道社会保険 北海道地方社会保険医療協議会 委員 
H17.01.21- 

H22.09.30 

小樽市 小樽市感染症の診査に関する協議会 委員 
H19.04.01- 

H21.03.31 

北海道社会保険 
政府管掌健康保険の健康保険事業に

関する懇談会 
懇談会委員 

H19.06.01- 

H20.09.30 

北海道社会保険 市場化テスト事業評価委員会 委員 
H19.08.31- 

H21.03.31 

小樽市 小樽市保育所の在り方検討委員会 委員 
- 

H22.03.31 

北海道社会保険 全国健康保険協会北海道支部評議会 評議員 
H20.10.01- 

H22.09.30 

君羅 久則 北海道教育委員会 
北海道・札幌市公立学校教員採用に関

する協議会 
委員 

H16.04.01- 

H21.03.31 

近藤 公彦 

帯広畜産大学 
十勝アグリバイオ産業創出のための

人材育成人材事務局 
構成員 

H19.09.11- 

H20.03.31 

北海道経済産業局 
北海道地域産業資源活用事業評価委

員会 
評価委員 

H19.10.03- 

H21.03.31 

北海道経済産業局 
北海道経済産業局地域資源活用新事

業展開支援事業費補助金評価委員会 
委員 

H19.11.02- 

H21.03.31 

齋藤 一朗 

北海道 北海道商工業振興審議会 委員 
H15.07.10- 

H21.10.10 

北海道財務局  
金融行政アド

バイザリー 

H19.07.01- 

H21.03.31 

旭川市 
旭川市立高台小学校ＰＦＩ整備事業

者選定審査委員会 
審査委員 

H19.08.22- 

H21.03.31 

札幌信用金庫 さっしん地域経済金融センター 
提携アドバイ

ザー 

H20.08.14- 

H21.08.13 

才原 慶道 北海道大学 
北海道大学大学院法学研究科附属高

等法政教育研究センター 
研究員 

H19.06.04- 

H21.03.31 

佐藤 剛 北海道大学 北海道大学情報基盤センター 
プログラム指

導員 

H18.04.01- 

H21.03.31 

瀬戸 篤 

（つづく） 

ヒューマン・キャピ

タル・マネジメント 
ＨＣＭ産学官イノベーション研究会 講師 

H19.04.26- 

H21.04.25 

北海道旅客鉄道  アドバイザー 
H19.11.01- 

H21.10.31 



 
 
 

瀬戸 篤 

（つづき） 

新エネルギー・産

業技術総合開発機

構 

 
ＮＥＤＯ技術

委員 

H18.05.01- 

H22.03.31 

情報・システム研究

機構 
利益相反委員会 委員 

H18.04.01- 

H22.03.31 

読書会  
アカデミック

アドバイザー 

H18.11.16- 

H20.11.15 

アグリバイオイン

ダストリ 
 

最高経営アド

バイザー 

H18.04.07- 

H21.03.31 

東京読書会  
アカデミック

アドバイザー 

H20.01.09- 

H22.01.08 

経済産業省 
地域技術開発事業に係る事前評価委

員会 
委員 

H20.03.24- 

H21.03.31 

多木 誠一郎 

余市町 
情報公開審査会／個人情報保護審査

会 
委員 

H16.04.01- 

H23.03.31 

日本共済協会 共済理論研究会 委員 
H19.04.01- 

H21.03.31 

ＪＡ総合研究所 将来構想・制度研究会 委員 
H19.05.01- 

H21.03.31 

全国農業協同組合

中央会 

農業協同組合内部監査士検定試験委

員会 
委員 

H20.04.01- 

H21.03.31 

田野 有一 

東日本トランポリ

ン協会 
 常任理事 

H19.04.01- 

H21.03.31 

北海道トランポリ

ン協会 
 副会長 

H19.04.01- 

H21.03.31 

道央トランポリン

協会 
 副会長 

H19.04.01- 

H21.03.31 

日本トランポリン

協会 
 理事 

H19.04.01- 

H21.03.31 

小樽体操連盟  理事長 
H19.04.01- 

H21.03.31 

北海道体操連盟  常務理事 
H19.04.01- 

H21.03.31 

日本体操協会  
北海道ブロッ

ク代表 

H19.04.01- 

H21.03.31 

北海道体育協会 競技力向上委員会 委員 
H19.06.22- 

H21.06.21 

小樽市教育委員会 小樽市スポーツ振興審議会 委員 
H20.07.18- 

H22.07.17 

中川 喜直 

小樽市保健所 おたる健康総合大学 実行委員長 
H20.04.01- 

H21.03.31 

北海道健康づくり

財団 
すこやかロード認定委員会 委員 

H20.05.12- 

H22.03.31 

北海道大学 
北海道大学高等教育機能開発総合セ

ンター 
研究員 

H20.09.01- 

H21.03.31 

中村 隆志 恵佑会札幌病院 治験審査委員会 委員 
H14.07.12- 

H22.07.11 

中村 秀雄 

（つづく） 
北海道運輸局 北海道船員地方労働委員会 公益委員 

H16.09.06- 

H21.08.09 



 
 
中村 秀雄 

（つづき） 
北海道運輸局 北海道地方交通審議会 委員  

花輪 啓一 

小樽市 
小樽市地域密着型サービス運営委員

会 
委員長 

H19.10.03- 

H21.03.31 

小樽市 
小樽市高齢者保健福祉計画等策定委

員会 
委員長 

H20.04.01- 

H24.03.31 

平沢 尚毅 

北海道科学技術総

合振興センター 
札幌ＩＴフロント 理事 

H19.04.01- 

H21.06.30 

コネクトテクノロ

ジーズ 
 技術指導 

H20.02.10- 

H21.03.31 

トヨタテクニカル

ディベロップメン

ト 

 技術指導 
H20.04.01- 

H21.03.31 

トヨタ自動車  技術指導 
H20.05.01- 

H21.04.30 

アライドブレイン

ズ 
 技術指導 

H21.02.01- 

H22.03.31 

ビクタービジネス

サービス 
 技術指導 

H21.03.10- 

H22.03.31 

船津 秀樹 広島大学 広島大学留学生センター 客員研究員 
H20.04.01- 

H22.03.31 

裴 崢 北海道  

北海道地域限

定通訳案内士

試験委員 

H20.11.26- 

H21.03.31 

寶福 則子 小樽市 小樽市青少年問題協議会 委員 
H17.11.01- 

H21.10.31 

前田 東岐 

北海道 北海道政策評価委員会 委員 
H16.05.17- 

H21.03.26 

北海道 北海道地価調査委員会 委員 
H19.10.01- 

H21.09.30 

松尾 睦 

Ｂ－サポート  
経営アドバイ

ザー 

H19.04.05- 

H21.03.31 

札幌医科大学 
札幌医科大学附属病院患者サービス

向上委員会 
委員 

H19.10.25- 

H21.03.31 

本久 洋一 

北海道  
特別労働相談

員 

H16.04.01- 

H21.03.31 

北海道 北海道地方労働委員会 公益委員 
H16.11.01- 

H22.11.30 

八木 宏樹 

後志支庁 総合評価に係るＶＥ審査委員会 特別委員 
H20.04.01- 

H21.03.31 

北海道経済産業局 
北海道農商工等連携事業・農商工等連

携支援事業評価委員会 
評価委員 

- 

H21.03.31 

北海道経済産業局 
農商工等連携対策補助事業評価委員

会 
評価委員 

- 

H21.03.31 

山田 菊子 
アライドブレイン

ズ 
 技術指導 

H21.02.01- 

H22.03.31 

山本 眞樹夫 

（つづく） 

中小企業基盤整備

機構中小企業大学

校旭川校 

中小企業大学校旭川校運営会議 委員 
H20.04.01- 

H21.03.31 

国立大学協会 国際交流委員会 委員 
H20.04.01- 

H22.03.31 



 
 

山本 眞樹夫 

（つづき） 

小樽開発建設部 小樽開発建設部総合評価審査委員会 委員 
H20.04.01- 

H21.03.31 

小樽開発建設部 小樽開発建設部入札監視委員会 委員 
H20.04.01- 

H21.03.31 

小樽ニュージーラ

ンド協会 
 顧問 

H20.04.01- 

H21.03.31 

北海道・マサチュー

セッツ協会 
 理事 

H20.04.01- 

 

北海道経済産業局 中小企業活性化・北海道戦略会議 委員 
H20.04.30- 

H21.03.31 

小樽商工会議所  顧問 
H20.04.25- 

H22.10.31 

UMAP日本国内委員

会 
 監事 

H20.04.01- 

H21.03.31 

小樽日韓友好親善

協会 
 相談役 

H20.04.01- 

 

北海道ユネスコ連

絡協議会 
 顧問 

H20.05.28- 

H22.05.31 

小樽観光大学校  顧問 
H20.05.   - 

  

北海道生産性本部  顧問 
H20.07.01- 

H22.05.31 

ＩＤＥ大学協会北

海道支部 
 理事 

H20.07.01- 

H22.06.30 

北海道科学技術総

合振興センター 
 評議員 

- 

H21.06.30 

山本 充 

北海道 泊発電所環境保全監視協議会 委員 
H18.06.16- 

H22.06.15 

北海道 北海道ゼロ・エミ大賞選考委員会 委員 
H17.12.01- 

H22.08.31 

北海道 石狩・後志地区海面利用協議会 委員 
H20.02.20- 

H22.03.31 

札幌商工会議所 
環境・エネルギー特別委員会ワーキン

ググループ 
座長 

H20.04.01- 

H21.03.31 

北海道 
環境貢献企業認定制度（仮称）検討委

員会 
委員 

- 

H21.03.31 

李 濟民 小樽市 小樽市地方港湾審議会 委員 
H17.08.01- 

H21.07.31 

和田 健夫 

北海道 北海道地方独立行政法人評価委員会 委員 
H18.08.11 

H20.08.10 

日本学生支援機構 全国学生指導研究集会協力者会議 委員 
H19.06.27 

H20.08.31 

大学評価・学位授与

機構 

独立行政法人大学評価・学位授与機構

国立大学教育研究評価委員会 
専門委員 

H20.02.01- 

H21.06.30 

渡辺 和夫 小樽市 上下水道事業経営懇話会 委員 
H16.04.01- 

H22.03.31 

 



Ⅴ．小樽商科大学学術研究奨励事業  

第3回 ｢学生論文賞｣ 

 
総  評 

学生論文賞実施委員会 
委員長 近藤公彦 

 
「学生論文賞」として 3 回目となる今年度は，学部生部門に 19 編，大学院生部門に 3 編，

計 22 編の応募がありました。この応募数は昨年度よりも少なくなりましたが，全体的な論

文の質は向上していると評価されます。このことは，学生の皆さんの研究成果の発表の場

として，本論文賞の役割が大きくなってきたことを示しています。学部生部門での応募者

は専門ゼミで学ぶ 3・4 年生がほとんどで，ゼミを中心とした応募となっています。所属学

科等では商学科が多くを占めていますが，経済学科，社会情報学科からの応募もありまし

た。また今年度は本学短期プログラムで学んでいる留学生からも英語論文が寄せられまし

た。 
 審査は，プレゼンテーションによる１次審査と論文審査による 2 次審査の 2 段階から

なります。第 1 次審査の発表数は 22 編（学部学生 19 編，大学院生 3 編）で，延べ 164 名

の教員が審査にあたりました。第 2 次審査は 1 次審査を通過した 17 編のうち，14 編が対

象となり，延べ 28 人の教員が審査を行いました。厳正なる 2 段階審査の結果，学部学生部

門では，大賞となるヘルメス賞 1 編，優秀賞 3 編，奨励賞 8 編，大学院生部門では，優秀

賞 1 編，奨励賞 1 編となりました。このうち大学院生部門の優秀賞 1 編は，1 次審査のプレ

ゼンテーションで最上位の得点を得た論文に授与されるプレゼン賞とのダブル受賞となり

ました。実施委員会において特徴的な評価を得た論文に対して与えられる特別賞は今年度，

該当する論文がありませんでした。 
 上位入賞者の論文は，特に 2 次審査において査読担当者から高い評価を得ています。「論

文の形式・アプローチ・方法論」，「論理構成」，「テーマ設定」，「オリジナリティ」の点で，

奨励賞受賞論文に比べて全体として万遍なく高い評価が与えられています。奨励賞受賞論

文は，これらの点でいくつか低い評価が下されていることが指摘されます。特に，先行研

究のレビュー不足や論文全体の論理構成の弱さが評価を下げる要素となっています。高い

レベルの論文を目指す学生の皆さんには，応募に当たり，論文執筆の基本的な様式のほか，

テーマのユニークさを「独りよがり」ではなく客観化・相対化するための理論的な裏づけ

を十分に意識することを心掛けてください。 
 本論文賞では，2 段階審査にいずれにおいても，応募者への評価のフィードバックが行

われています。これは論文執筆のノウハウや研究能力のレベルの向上につながるものです



ので，ぜひ今後に役立てていただきたいと思います。 
 最後になりましたが，本論文賞の実施に当たりまして，株式会社北洋銀行様より多大

なご支援を頂戴いたしました。記して感謝の意を表します。 
 

小樽商科大学 学術研究奨励事業第 3 回 ｢学生論文賞｣結果 

○学部学生の部 

結果 タイトル 応募者 

ヘルメス賞 消費者認知度にみるユニクロの商品戦略 佐々木 姿織 

優秀賞 

インターネットオークションへの出品における最適戦略   六渡 有梨恵 

教育者大村はまに学ぶファシリテーション 木村 冴子 

ＣＳＲでみる公共広告機構の発展可能性 高澤 慧輔 

奨励賞 

自動車産業が北海道にもたらすものは何か－道内企業側からの
考察－        

菜花 現希 
佐々木 健大 
丸山 直斗 
宮本 まなみ 

札幌駅周辺における朝マーケットとスターバックスコーヒー 葛巻 麻衣子 

コカ・コーラにおけるロングセラーと短命製品 水島 知紀 

北海道における台湾観光客のロイヤルティに関する研究 陳 翌 

Ｈ＆Ｍと店頭戦略 小池 香織 

投機的ポートフォリオにおけるリスク計測 小鹿 智紀 

ユニクロの海外進出から見たＣＧＭによるｗｅｂプロモーショ
ン効果 

湯谷 拓朗 

札幌スープカレーのイメージ変換戦略による新ビジネスモデル
の提案および検討 

太田 詩織    
加藤 大輔      
金内 翔平 
竹田 恵美 
平野 令奈 
渡辺 勇  

 

○大学院学生の部 

結果 タイトル 応募者 

優秀賞/ 
ベス
ト・プレ
ゼン賞 

Machines versus Men: A Microstructure Comparison between 
Electronic and Intermediated Equity Index Futures Markets 

CLAUS MANNI 

奨励賞 期待ショートフォールによる信用リスクの測定 久保 順也 

 



副賞 ヘルメス賞 10 万円 優秀賞 5 万円 奨励賞 1 万円 
ベスト・プレゼン賞 1 万円 

 

 

各論文講評（優秀賞以上） 

 
（学部生の部） 
ヘルメス賞 
佐々木 姿織 「消費者認知度にみるユニクロの商品戦略」 
 
本論文は衣料品業界で成長著しいユニクロをファッション性と機能性の側面から分析し，

その成功要因を探求しようとしたものである。第１章でユニクロの現状分析から説き起こ

し，第 2 章で理論枠組みを設定し，第 3 章でアンケートに基づいて同社の商品に対する消

費者の認知度調査を行い，第 4 章で考察と結論を展開している。 
 本論文のユニークな点は，第 1 にファッション性と機能性という 2 つの分析軸で同社

の商品の位置づけを行おうとしていること，第 2 に上記の分析軸にそって消費者アンケー

トを行い，消費者の認知レベルで他ブランドとの比較を行っていることにある。その結果

として，「商品コンセプトであるファッション性のある高品質なベーシックカジュアルのう

ち，機能性は評価されているが，ファッション性については弱みがある」ことが明らかに

された。この結果を踏まえて，「ベーシック・低価格という特徴は変えずに，ベーシックな

らではのファッション性を高めていく必要がある」と結論付け，とくに「色づかい」に重

点を置いた戦略を取るべきであると提言している。 
 ユニクロは現在，カラーパーカーやカラージーンズなど「色づかい」を重視した商品

展開を行っており，その意味で，本論文の商品戦略の提言はまさに正鵠を得たものである

と言えるだろう。 
 現状分析が会計分析に偏りすぎていること，アパレル製品・市場の特徴の掘り下げが

不十分であること，ユニクロと比較する上での「よく買うブランド」の曖昧さなどの諸点

で問題を残すものの，全体としてよく考察された優れた論文であると評価される。 
 
 

優秀賞 
六渡 有梨恵「インターネットオークションへの出品における最適戦略」 

 
インターネットオークション市場が急激に拡大している事はマスコミ等でも報じられて

おり，既に単なる個人対個人の取引の場を超え，販売チャネルとして位置づけている事業

者も多い。本研究は，オークションへの出品者からみて最も高価格での落札（販売）を可



能とするための条件について分析したもので，インターネットオークションが販売チャネ

ルとしての地位を確立しつつあることに鑑みるとその意義は大きい。 
本研究では，国内最大級のオークションサイト上での実験を通じて「（オークションの）

開始価格と落札価格の関係」および「終了時刻と落札価格の関係」について落札額を最大

化させる要件を探っている。そして実証実験の結果，一定の要件を明らかにしている。つ

まり，「ある機能要件を備えたインターネットオークションサイトの場合，開始価格を 1 円

に設定すると高値で落札される可能性が高まる」というものと「30 分間の範囲で終了する

複数の類似オークションにおいては，遅い時刻に終了するものの方が高値で落札される可

能性が高い」である。 
今回の結果だけで「高価格の落札要件」が十分に解明されたわけではないが，インター

ネットオークションを販売チャネルと見なした場合，「価格戦略の基礎理論」としての重要

性は大きく，今後様々な条件下での実証研究が望まれる研究テーマとも言える。 
 
 

木村 冴子「教育者大村はまに学ぶファシリテーション」 
 
本論文は，企業場面におけるファシリテーションに注目し，教育実践の枠組みに基づき，

より効果的なファシリテーションのあり方について検討・提言を行ったものである。現在，

多くの組織において，個人の動機づけ向上やプロジェクトの運営方法が模索されており，

本研究に対する社会的ニーズは極めて高い。また，経営場面と教育場面の比較を通して，

実践場面に対する具体的提言を行っている点についても，学際性と実学性の両者を備えた，

学術的価値の高い研究といえる。 
 本論文の特徴として，著名な教育者である大村はまの教育実践に注目したことが挙げ

られる。大村の教育方針は，個人の成長を重視すると同時に，組織全体の活性化を促すも

のであった。本論文は，その教育方針の活用領域を拡大するものである。理論的かつ実践

的にまとめられた提言は，多くの組織において有益な知見となることが期待される。 
 
 

高澤 慧輔「ＣＳＲでみる公共広告機構の発展可能性」 
 
CSR（Corporate Social Responsibility）とは「企業の社会的責任」のことであり，CSR

の観点から社団法人公共広告機構（AC）の調査研究を行った論文である。 
従来研究を参考に，広告および CSR の課題に関する９つの課題を軸として，「公共広告

機構の認知度」，などの４つの問題点を抽出し，これらの問題点が本当に存在するのか，札

幌市の大通公園で 100 人に対して街頭アンケートを実施している。その結果，「無関心」，「フ

ィードバックの欠如による広告効果の低迷」が問題であることを述べている。 



この論文ではアンケート調査が学外で行われ，対象人数も 100 人と多いため，年代，性

別が偏っていない点が良い。また，アンケート調査結果は結果に合わせてグラフの種類を

選び，年代による比較を視覚的に理解しやすい工夫がされている。さらに，結論には調査

結果で明らかになった問題に対する解決策の提案が行われている。これらの点から，この

論文は優秀賞に値する優れた論文である。 
 
 

（大学院生の部） 
優秀賞／ベスト・プレゼン賞 
CLAUS MANNI “Machines versus Men: A Microstructure Comparison between 
Electronic and Intermediated Equity Index Futures Markets” 

 
This well constructed and well organized paper explores a prominent set of questions 

relevant to the trading of financial instruments.  As part of his research, the author 
designs an experiment that compares datasets from over the counter order matching 
with comparable datasets from fully electronic order matching of stock market index 
options.  The pretext for this analysis is well grounded and demonstrates perceptive 
skills and analytical ingenuity, two indications of originality. 

 
The paper is structured according to analysis, methodologies, and results.  After an 

introductory section, the author presents a comprehensive review of recent research.  
He indicates how his research methods are supported yet he perceptively discovers a 
gap in the extant literature.  The author devises an analytical methodology for closing 
that gap related to possible temporal variation of trading behavior that would tend to 
bias inter-temporal comparisons.  His data includes a one month period of transactions 
for four different contemporaneous datasets, two each for the S&P500 and for the 
NASDAQ100 index options, where each type of contract was traded on floor markets 
and on electronic markets respectively. 

 
Data was gathered to derive or infer four types of variables, spreads, volatility, 

liquidity, and information efficiency.  One of the challenging aspects of this research is 
that raw data for these variables is not recorded.  Therefore the author employed 
several methods to create synthetic variables as proxies.  Spreads were calculated 
based on an accepted proxy that uses price changes.  The author also uses recent 
methods for obtaining a proxy for volatility.  Further, with existing research as his 
guide, the author employs some of his own ideas in creating proxy variables for liquidity 



and information efficiency.  In particular, he uses a rather sophisticated approach to 
infer period specific information efficiency. 

 
The author goes on to display and discuss the results of his analysis.  He connects 

the relevance of this research to real world trading environments and explains why the 
results lead to important conclusions.  In short he finds that each market serves the 
needs of market participants who employ different types of trading strategies.  Further, 
he presents some intriguing ideas that may serve to explain why the preponderance of 
trading volumes in the Chicago Mercantile Exchange, during the period spanning the 
mid 1990s through the mid 2000s, has moved from pit trading markets to electronic 
markets. 

 
 

審査担当教員 

 

穴沢 眞*   阿部 孝太郎* 石井 利昌  伊藤 一*  江頭 進*  海老名 誠* 

遠藤 薫*   大津 晶       奥田 和重    木村 泰知*  ニール・クライマー* 

近藤 公彦*   齋藤 一朗*    堺 昌彦*     渋谷 浩*    菅原 照夫   杉山 成 

多木 誠一郎  田中 幹大     辻 義人*     出川 淳* 寺坂 崇宏   西山 茂* 

沼澤 政信*   籏本 智之*    廣瀬 健一*   カロラス・プラート*       前田 東岐* 

松尾 睦*     松家 仁       和田 健夫    和田良介   

（32名 50音順 ＊は 2次審査も担当） 

 
第 1 次審査（11 月 19 日）         表彰式 学長を囲んで（3 月 18 日） 

 
 
 
 



Ⅵ．ビジネス創造センター活動日誌 

 

 4月 1日（火） 富樫誠地域連携推進コーディネーター着任 

 4月 9日（水） 第1回主任会議 

 4月18日（金） 
第1回運営会議 審議：1） ＣＢＣスタッフの追加について 2）ＣＢＣ学外協
力スタッフの追加について  報告：3件 

 5月 8日（木） 第2回主任会議 

 5月30日（金） 第3回運営会議 審議：1） 学外協力スタッフの追加について 報告：4件 

 6月 5日（水） 第3回主任会議 

 6月14日（金）
-15日（土） 

第7回産学官連携推進会議（於：京都国際会館） 海老名センター長、大津副
センター、富樫地域連携推進コーディネーター、酒井研究協力係長出席 

 6月26日（木） 第 4回運営会議（持ち回り） 報告：3件 

 7月 3日（木） 第4回主任会議 

 7月10日（木） 第1回学生論文賞実施委員会 

 7月31日（木） 
ユーザーエクスペリエンス研究部門「人間中心設計」ワークショップ
（於：ユーザビリティラボ） 

8月 1日（金） 佐藤準文部科学省産学官連携コーディネーター着任 

8月 2日（土） 
第6回ビズ・サイエンスカフェおたる「毒にも薬にもなる〈植物の〉はなし」
共催（於：北海道薬科大学） 

9月 4日（木）
-5日（金） 

第21回国立大学法人共同研究センター専任教員会議（於：栃木県総合文化セン
ター） 海老名センター長、今野助手出席 

9月16日（火）
-21日（日） 

海老名センター長 国際シンポジウム出席及び全州大学訪問（韓国） 

9月21日（日）
-25日（木） 

海老名センター長 東アジアマーケットリサーチ事業香港出張 

9月29日（月） 第4回3大学・地域共同研究センター定期情報交換会 

9月29日（月） 
公開シンポジウム「地域とつながる大学／地域をつなぐ大学～３大学の取り組
み～」（於：小樽市民センター・マリンホール） 

10月 3日（金） 
イノベーション共同体キックオフフォーラム（於：ホテルモントレ札幌）海老
名センター長、酒井係長参加 

10月 9日（木） 第5回主任会議 

10月10日（金） 
第5回運営会議（持ち回り） 審議：1） 平成20年度予算執行実績調書（第2
次上半期執行済）の提出について 

10月17日（金） 第63回経済資料協議会総会（於：京大会館） 今野助手出席 

10月23日（木）
-24日（金） 

第20回国立大学法人共同研究センター長等会議（於：ホテルクレメント徳島） 
海老名センター長、近藤研究部主任、佐藤文部科学省産学官連携コーディネー
ター出席 

10月25日（土） 
ユーザーエクスペリエンス研究部門「人間中心設計」ワークショップシリーズ
「初めてのユーザビリティテスト」（於：ユーザビリティラボ） 

10月31日（金） 第6回運営会議（持ち回り） 報告：5件 

11月 5日（水） 第6回主任会議 



11月10日（月） 
第8回産学官連携サミット（於：ホテルオークラ東京）海老名センター長、富
樫コーディネーター参加 

11月10日（月） 第2回学生論文賞実施委員会 

11月12日（水） 学生論文賞説明会 

11月13日（木）
－19日（水） 

海老名センター長 東アジアマーケットリサーチ事業香港出張 

11月19日（水） 学生論文賞第1次審査（プレゼン審査） 

11月20日（木） 地域連携キャリア開発「小樽の観光について本気で考えるプロジェクト」開講 

11月28日（金） 第7回運営会議 報告：4件 

11月28日（金） 
第8回運営会議（持ち回り） 審議：1） 平成20年度年度計画の進捗状況報告
について 報告：4件 

12月 4日（木） 第7回主任会議 

12月22日（月） 
第9回運営会議（持ち回り） 審議：1） 平成21年度支出予算の事前照会につ
いて 

 1月15日（木） 第8回主任会議 

 1月16日（金） 「小樽の観光について本気で考えるプロジェクト」中間発表（於：小樽市役所） 

 1月28日（水） 
第10回運営会議 審議：1） 次期ビジネス創造センター長の選出について  
報告：5件 

 2月 2日（月） 
北海道コーディネータ・ネットワーク・フォーラム（於：ポールスター札幌）
海老名センター長、佐藤コーディネーター、富樫コーディネーター参加 

 2月 3日（火） 第3回学生論文賞実施委員会／審査結果発表 

 2月10日（火） 
北海道医療産業研究会 第2回セミナー～ 医療関連産業への進出のポイント
を探る ～（於：ＪＳＴイノベーションプラザ北海道） 

 2月10日（火） 
社会人基礎力育成グランプリ2009予選大会（於：東京 すみだ産業会館） 
大津副センター長、富樫コーディネーター参加 

 2月13日（金） 第9回主任会議 

 2月21日（土） 

小樽商科大学，札幌医科大学，室蘭工業大学合同企画フォーラム「地域社会に
おける医療，介護，福祉の最前線」（於：室蘭市 中嶋神社「蓬峽殿」）基調
講演：片桐由喜教授 特別講演：山本眞樹夫学長 和田副学長、海老名センタ
ー長、富樫コーディネーター、酒井係長参加 

 2月22日（日） 
小樽商科大学ビジネス創造センター ＵＸ研究部門「人間中心設計」ワークシ
ョップシリーズ第4回「人間中心設計から見た地域医療システムの課題」（於：
札幌サテライト） 

 2月25日（水） JICA研修会（於：ゆめぽーと）海老名センター長講演 

 3月 1日（日） 
 －5日（木） 

海老名センター長「ＧＬジャパンプラザ」（仮称）上海視察 

 3月 2日（月） JICA研修会 和田総務部主任講演 

 3月 4日（水） 第12回運営会議（持ち回り） 報告：3件 

 3月 5日（木） 
社会人基礎力育成グランプリ2009決勝大会（於：東京 読売会館） 
大津副センター長、富樫コーディネーター参加 

 3月 6日（金） 平成20年度 産学官連携研究成果報告会（於：札幌サテライト） 



 3月 6日（金） 平成20年度 学外協力スタッフ会議（於：札幌サテライト） 

 3月11日（水） 第10回主任会議 

 3月12日（木 ） 
学生論文賞北洋銀行への結果報告（於：北洋銀行本店） 山本学長、大矢副学
長、近藤委員長、今野助手訪問 

 3月14日（土 ） 
第5回小樽商科大学地域活性化セミナー/経済産業省「社会人基礎力育成・評価
システム構築事業」「商大生が小樽の観光について本気で考えるプロジェクト
成果発表会」（於：小樽市民センター・マリンホール） 

 3月18日（水 ） 学生論文賞授賞式（於：学長室） 

 3月24日（火 ） 
北海道医療産業研究会 第３回セミナー 医療関連産業への進出のポイント
を探る～（於：札幌サテライト）海老名センター長講演 

 3月26日（木 ） 
第13回運営会議 審議：1） ビジネス創造センター副センター長及び主任の選
出について 2） 平成21年度ＣＢＣ学外協力スタッフの委嘱について 報告：
3件 

 



Ⅶ．ビジネス創造センター関連新聞・雑誌記事 

 

平成 20年度中に新聞・雑誌等に掲載された当センター、センター関係者、小樽商科大学

の産学官連携に関連する記事の一覧です。 

見出し末尾に＊のある記事は特にＣＢＣ活動に関連のある記事とコピーを掲載しており

ます。（印刷体のみの掲載です。インターネット上では公開しておりません） 
（日付順 特に記載がない限り、新聞は小樽市域販売のもの） 

見 出 し  [ ]内は備考 紙名／誌名 巻号/日付（頁） 
地域経済研究へ産学連携：北洋銀 商大講座に助成、情

報 
読売新聞 4.3(地方) 

実学の伝統磨き前進：小樽商大・山本新学長に聞く 北海道新聞 4.4(26) 

地域活性化へ共同研究：小樽商大と北洋銀 朝日新聞 4.4(地方) 

ロケ地情報、携帯で：樽商大など産学官連携 撮影誘致

も視野[木村情報資料部スタッフ] 
北海道新聞 4.8(22) 

地方議員の働き簡単ネット検索：樽商大・木村准教授ら

システム研究 
朝日新聞 4.13(29) 

知名度アップに貢献：ガラス工芸世界ブランド化事業[海

老名センター長参加] 
北海道新聞 4.19(29) 

職業教育の入門書執筆：樽商大・キャリアバンク 北海道新聞 5.8(9) 

小樽フィルムコミッション HP 一新[木村情報資料部スタ

ッフ] 
小樽ジャーナル 5.26 

商大協力 HP刷新：小樽フィルムコミッション[木村情報資

料部スタッフ] 
北海道新聞 5.27(25) 

台湾商談会の結果報告 東アジア・マーケットリサーチ

事業[海老名センター長参加] 
小樽ジャーナル 6.10 

小樽の 3社契約成立：台湾での商談会[海老名センター長

参加]＊ 
北海道新聞 6.11(26) 

新聞記事に学ぶ札幌のビジネス：樽商大教授が講義[近藤

研究部主任] 
北海道新聞 6.22(6) 

地方議会の情報サイトに：北武グループ樽商大と共同研

究[木村情報資料部スタッフ] 
北海道新聞 7.10(11) 

えっ、トリカブトが薬に!?：道薬科大で植物講座[開催協

力] 
北海道新聞 8.3(28) 

あす熱中症フォーラム 北海道新聞 8.8(30) 

大学発ベンチャー道内 75 社に：全国 6位バイオ分野 52％ 読売新聞 8.23(地方) 



 
ネット申し込み開始：おたる案内人 11 月に検定[海老名

センター長参加] 
北海道新聞 8.27(27) 

小樽の店サイトで選んで：商大生飲食店 700軒を紹介 年

内に運営会社設立[木村情報資料部スタッフ] 
北海道新聞 9.2(23) 

学生が飲食店 700 軒紹介の HP 北海道新聞 9.2夕(12) 

小樽・福島・滋賀の 3 大学で公開シンポ 小樽ジャーナル 9.29 

香港へ「小樽」売り込め：経済関係者ら商談会へ次々 カ

ジノ視察も[海老名センター長参加]＊ 
北海道新聞 9.20(33) 

地域再生策を探る：樽商大との連携講座室工大で開講 北海道新聞 9.21(30) 
地域再生システム論：多角的視点で開講 室工大、小樽

商大共同 
室蘭民報 9.21 

北海道商談会が盛況：香港 小樽など 22 社 地元バイヤ

ーで熱気[海老名センター長参加] 
北海道新聞 9.24(23) 

貿易協定樽商大教授が解説：札幌で 11 月達人講座[海老

名センター長講師] 
北海道新聞 9.28(5) 

2 大学を招き地域貢献議論：樽商大 29 日シンポ＊ 北海道新聞 9.27(31) 

どう育てる運河クルーズ[共同研究]＊ 北海道新聞 9.28(35) 

地場産業ブランドに：樽商大など 3 大学公開シンポ 地

域連携の事例発表＊ 
北海道新聞 9.30(27) 

小樽の食品香港で人気：商談会で 5 社売り込み[海老名セ

ンター長参加] 
北海道新聞 9.30(26) 

独製薬大手と 88 億円契約：北大発ベンチャー[設立支援] 北海道新聞 10.3(13) 
地域の声受け活性化：樽商大が「一日教授会」＊ 北海道新聞 10.18(29) 

香港で道産品売り込む[海老名センター長参加] 北海道新聞 10.20(32) 

コープさっぽろは樽商大と戦略研究 北海道新聞 10.21(10) 

福祉・子育て支援小樽商大と研究：コープさっぽろ 日本経済新聞 10.21(地方) 

共同でビジネススクール：コープさっぽろ小樽商大と連

携 
日本食糧新聞 10.24(3) 

「商大生が小樽の観光について本気で考えるプロジェク

ト」 
小樽ジャーナル 11.13 

小樽観光本気（マジ)で考えます：商大生、企画提言へ 2
月コンペ 

北海道新聞 11.14(28) 

商大生による小樽観光プロジェクトスタート 小樽ジャーナル 11.20 

観光振興「斬新案を」：小樽商大の「本気プロ」始動 北海道新聞 11.21(29) 

大学生の視点で小樽観光考える：樽商大で講義 市、施

策に活用へ＊ 
朝日新聞 11.21(32) 

商大生が小樽観光を“視察” 小樽ジャーナル 11.22 



中ロと貿易推進を：あすから 市が初の市場調査 北海道新聞 11.22(30) 

商大生小樽観光を研究：市場調査、商品開発など 読売新聞 11.27(地方) 

アジアとの連携に活路を：『蟹工船』ブームでツアーやセ

ミナーが（小樽メール)[海老名センター長執筆]＊ 
週刊世界と日本 第 1826号(5) 

「考え抜く力」実践で育成：樽商大の本気プロ 北海道新聞 12.6(29) 

道産品の販路拡大を：ロシア沿岸で市場調査[海老名セン

ター長委員長、富樫コーディネーター参加]＊ 
北海道新聞 12.9(21) 

地域再生－学術研究で支援へ：「地域活性学会」発足 イ

ンフラ整備のあり方提案 
日刊建設工業新聞 12.16(1) 

道内企業の医療参入支援：室工大、札医大、樽商大など

が研究会＊ 
北海道新聞 12.17(1) 

地域活性化へ学会 実践的な政策提言：20 日に設立総会 日本農業新聞 12.18(5) 

地域再生 政策提言へ：樽商大など 22 大学が学会 北海道新聞 12.21(31) 

地域活性学会が発足：初代会長に清成忠男法大学術顧問

地域の再生支援へ 
日刊建設工業新聞 12.24(4) 

加賀寿さん：北海道医療産業研究会会長に就いた室工大

教授（ひと 2008) 
北海道新聞 12.29(3) 

団塊世代「地域デビュー」を：小樽、札幌で講座 読売新聞 1.8(地方) 

団塊世代を小樽ファンに：市と樽商大が集中講座企画 北海道新聞 1.14(26) 

「歴史館」プレオープン：あす出世前広場に 経済人な

ど紹介 
北海道新聞 1.14(23) 

商大生が考える小樽観光 8 グループが提案 小樽ジャーナル 1.16 

歴史建築ハンドブック発刊 小樽再生フォーラム[今野

助手執筆参加] 
小樽ジャーナル 1.16 

小樽の建物みてある記：市民団体が企画、出版旧日銀支

店など 87 件[今野助手執筆参加] 
読売新聞 1.16(地方) 

商大生が観光提言：国際、滞在など研究 朝日新聞 1.17(23) 

樽商大生が制作会社：地域の情報ウェブサイトで発信[木
村情報資料部スタッフ] 

北海道新聞 1.17(24) 

歴史的建築物を紹介：小樽の市民団体、書籍発刊[今野助

手執筆参加] 
毎日新聞 1.17(22) 

小樽観光国際化へ会話や地図が弱点：商大生、中間発表

で改善策 
読売新聞 1.20(地方) 

本を手に建物散歩を：小樽再生フォーラム小冊子を発行

[今野助手執筆参加] 
北海道新聞 1.20(27) 

小樽市に実行委発足：中・露で地場産品の市場開拓[海老

名センター長委員長] 
読売新聞 1.22(地方) 



 
小樽港活用策は：ロシア貿易の最新事情聞く[海老名セン

ター長委員長]＊ 
北海道新聞 1.22(23) 

狂言師・野村万作さんの市民公開講演会[今野助手運営参

加] 
小樽ジャーナル 1.22 

野村万作さんが講演：小樽市能楽堂保存にエール[今野助

手運営参加] 
読売新聞 1.24(30) 

港の繁栄、スライドで回顧：「小樽たてもの散歩」刊行記

念 北村さん、湊さんが対談[今野助手執筆参加] 
北海道新聞 1.26(31) 

人間国宝野村万作さん狂言の魅力語る：来月小樽で後援

会[今野助手運営参加] 
北海道新聞 1.27(11) 

商大生が本気で変える?!：観光活性化へ 3 月に最終提言書 おたる新報 2.1(1) 

小樽の建物を巡るガイドブック刊行：再生フォーラム/記
念座談会も[今野助手執筆参加] 

おたる新報 2.1(2) 

人間国宝、野村万作小樽で講演会を開催：27 日マリンホ

ールで[今野助手運営参加] 
おたる新報 2.1(2) 

運河の街 散策の友に[今野助手執筆参加] 朝日新聞 2.1(地方)  

キャンパスベンチャーグランプリ北海道、小樽商大・栗

城さんら表彰[近藤研究部主任]  
日刊工業新聞 2.3(3) 

商大生国際ビジネス着手：9 人、ゼミで取引の流れ体験[中
村総務部スタッフ] 

北海道新聞 2.4(23) 

札幌・イーベックの衝撃：バイオベンチャー初の大型ラ

イセンスはこうして生まれた[瀬戸フェロー、土井尚人学

外協力スタッフ] 

産学官連携ジャー

ナル 
Vol.5 No.1(13-1

5) 

座談会：観光地小樽はオール小樽でカジノ誘致を！[海老

名センター長出席] 
CASINO Japan 

No.25 2009年春

号(42-51) 

商大生の本気プロ２グループが全国大会予選へ 小樽ジャーナル 2.6 

社会人基礎力育成グランプリ：大学生が競う 優秀９チ

ーム、決勝へ 
毎日新聞 2.11(21) 

商大「本気プロ」が優秀賞３月決勝大会へ 小樽ジャーナル 2.12 

地域貢献３大学が知恵を：樽商大 札医大 室工大 医

療 介護 福祉 
北海道新聞 2.13(27) 

札医大・樽商大・室工大合同企画フォーラム「地域社会

における医療、介護、福祉の最前線」 
北海道新聞 2.19(29) 

ポケットサイズの歴史本「小樽學」発行 NPO 歴文研[海

老名センター長執筆] 
小樽ジャーナル 2.21 

道内３単科大が共同フォーラム 北海道新聞 2.22(33) 



 
「JICA」留学生セミナー小樽の産学官を学ぶ[海老名セ

ンター長講演] 
小樽ジャーナル 2.25 

商大本気プロ 3/14 に成果発表会 小樽ジャーナル 2.26 

人間国宝･野村万作さん講演 聴衆から大きな拍手[今野

助手運営参加] 
小樽ジャーナル 2.27 

商人の礎 若者の夢応援：小樽歴史館をオープンする簑

谷修さん（小樽市) 
読売新聞 2.27夕(地方) 

小樽の地域振興策学ぶ：JICA 留学生セミナー始まる[海

老名センター長講演] 
北海道新聞 2.28(30) 

小樽港、上海で PR：視察団きょうから訪問[海老名セン

ター長参加] 
北海道新聞 3.1(32) 

商大生、決勝大会へ：社会人の基礎力育成 国の発表会

＊ 
北海道新聞 3.3(24) 

産学官の連携あす成果報告：札幌で小樽商大＊ 北海道新聞 3.5(30) 

商大の本気プロに特別奨励賞 小樽ジャーナル 3.6 

小樽観光活性化まかせて！：商大「本気プロ」14 日に成

果発表＊ 
北海道新聞 3.11(28) 

OB の経済人販路取り持つ：商大生が委託・製造コインケ

ース[中村総務部スタッフ] 
北海道新聞 3.13(30) 

商大生の本気プロ成果発表会 小樽ジャーナル 3.14 

小樽観光アイデア続々：樽商大生「本気プロ」の発表会

＊ 
北海道新聞 3.15(33) 

地図やプラン案商科大生が提言：小樽の観光に若者のア

イデア 
朝日新聞 3.15(地方) 

歴史軸に小樽を発掘：地元 NPO が月刊誌来月創刊[海老

名センター長執筆参加]＊ 
北海道新聞 3.15(35) 

金融、経済正しい知識を：道内銀行、大学など教材開発、

小中校で授業 
北海道新聞 3.16(11) 

小樽観光商大生が提言：グループ研究の成果発表会 読売新聞 3.18(地方) 

商店街、ネットで集客：小樽商大の学生グループまず仮

想版狸小路[近藤研究部主任]＊ 
日本経済新聞 3.18(地方) 

小樽商大グループ、商店街の再現サイト、まず札幌・狸

小路と事業化。[近藤研究部主任] 
日経 MJ 3.30(13) 
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